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一人一人の自己表現を大切にする授業の工夫

研究の概要

教育課題分科 会では、 「自分の思いや気持 ちを適切 に表現で きない児童 ・生徒の指導に

っいて」 と、 「人 との コ ミュニケーシ ョンが 円滑に行え ない児童 ・生徒の指導 について」

が共通の課題 と してあげ られ、 自己表現や 自分の感情 の コン トロールが適切にで きな い児

童 ・生徒 の指導にっいて、研究を してい くことと した。

「一人一人の 自己表現を大切にす る授業の工夫」 とい う研究主題を設定 し、授業の工夫

は、次の5つ の観点か ら行 うこととした。

ア 教師の基本姿勢 イ 授業展開の工夫 ウ 題材、教材 ・教具の工夫

工 個別指導計画の活用 オ 支援の工夫 であ る。

病弱養護学校、知的障害養護学校 、小学校通級指導学級 での3っ の研究授業を通 して、

工夫の有効性 を考察 し、

① 自己表現を促 してい くことが必要 な事例には

・自己表現を活発 に行 うことので きる場を授業 の中に設定す ること。

・小 グループによる指導 やTTな どの指導形態、興味あ る題材や ワー クシー トな どを

工夫 し活用す ること。

② 不適切な 自己表現を改善 して い くことが必要な事例 には

・コ ミュニケー シ ョンを円滑に行 うためのスキルを身 に付け させてい くこと。

・授業に集中 させるための、教材 ・教具を工夫す ること。

などが必要であ ることが分か った。

1主 題設定の理由

教育課題 分科会 は、 ろ う学校 、知 的障害養護学校、病弱養護学校、心 身障害学級(知 的障

害)、 通級指 導学級(弱 視、言語障害、情緒障害)の 担任 で構成 されて いる。は じめに、私 た

ちは、それぞれの学校 での児童 ・生徒の実態や指導上の課題 などを出 し合 った。 その課題 を、

簡易KJ法 を活用 し、共通す る課 題は何か、研究員各 々が考えてい ることを明確 に しなが ら話

し合 った。'

障害種別が違 っていて も、研究員の担 当す る学校 ・学級には、人 と人 との コ ミュニ ケーシ ョ

ンが 円滑に行えない、あ るいは、適切 な 自己表現がで きず相手 に自分の意見が うまく伝わ らな

い、また、人の輪の中にスムーズに入れない児童 ・生徒が多 くいることが分か って きた。そ し

て、r自 己表現』やr自 己の感情の コ ン トロール』が うま くで きず、人 と人 との コ ミュニ ケー

シ ョンが 円滑に行えない児童 ・生徒た ちへ の対応にっ いてが、分科会の共通課題であ るとと ら

えた。

コ ミュニ ケーシ ョンを図 るときに も、人の輪 に入 るときに も適切な 自己表現がで きることが

大切である。そ こで、本分科会は、r自 己表現』を しやす い 「課題」 「教材 ・題材」 「授業展

開」 とはどの よ うな ものか、 さ らに、r自 己表現』が うま くで きなか った児童 ・生徒に、どの

ように支援 ・指導をす るとよいのか とい うことを中心に研究す る。
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皿 研究主題について

1研 究主題

研究主題 「一人一人 の自己表現を大切 にす る授業の工夫」

なお、研究を進め るに当た って、研究主題 の文言 にっいて は、以下の よ うに共通 理解を

図 った。

(1)「 一人一人」につ いて

主題設定の理由で示 したよ うに、本分科会で研究の対象 とする障害種別は多 い。 そのた

め、私 たちは、それぞれの学校や学級 の児童 ・生徒 の障害の状態等を しっか りと見っめて

い くことが大切であ るととらえ た。

(2)「 自己表現」につ いて

r自分の気持 ち ・思い ・考えな どを、何 らかの方法で まわ りに伝え ること』 と定義 した。

(3)「 大切 にする」について

適切な 自己表現を促 し、不適切な 自己表現を改善す ること、 ととらえた。

(4)「 授業の工夫」について

教師の基本姿勢、授業展開の工夫、題材や教材 ・教具の工夫、個別指導計画の活用、支

援の工夫、 と5っ の観点を挙げた。

2本 研究 のイメー ジ図について

私たちは、研究主題の内容を具体的 にイメー ジし、研究員が共通理解を図 りなが ら授業研

究を進めてい くために、次のよ うなイメー ジ図を作成 した。

児童 ・生徒の様子を観察す ると、 外部か らの何 らかの働 きかけや刺激 に対 し、 何 らかの

気持ち ・思 い ・考え を もっ と考 え られ る。 私たちは、それを ここでは、意思 と捉え た。図の

下半分 の部分 は、それを表現 してい くイメー ジを表 している。

その意思を、受容 され る環境が整 った と感 じられ、5っ の観点か ら組み立て られた授業が

展開 され たときに、 多 くの児童 ・生徒 は、 自己表現す ると考えた。

しか し、受容 され る環境が整 い、授業 の工夫がな されたときであ って も、児童 ・生徒の表

現が語彙の不足のために うま く自己表現が で きない、誤解を招 く、状況に応 じない、 とい う

ような表現 となる場合 もあ る。

そ こで、児童 ・生徒が適切 な表現を知 り、身 に付 けるために、教師 は指導 を振 り返 り、更

に授業の工夫を重ね る必要が ある。それ によ り児童 ・生徒 は適切 な表現を知 り、実践 してみ

ることで相手に伝え られた とき、児童 ・生徒が伝わる喜 びを実感す ることが で きる。 また、

適切 な表現に対 して も、支援 ・指導によ り自己表現 をさ らに促 し、 自信を深 めるであろ うと

考 えた。そ して、 この喜びや 自信が、 さらなる自己表現 にっなが って行 くと考え る。
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皿 本研究の仮説

本分科会で は、授業の中で次の ような仮説 をたて、研究 してい くことに した。

・授業の工夫を行 うことによ り、児童 ・生徒の 自己表現がよ り活発に行われ るであろ う。

具体的な工夫の5つ の観点 にっいては、次のよ うな内容を指す ことと し、研究授 業の中で検

討 して い くことに した。

① 教師の基本姿勢

② 授業展開の工夫

③ 題材、教材 ・教具の工夫

ア 教師 との信頼関係を深 める。

イ 児童 ・生徒相互の人間関係を育て る。

ウ ー人一人が 自分の感 じ方や考え方をのびのびと表現で き

る学級経営 をす る。

ア

イ

ウ

ア

イ

体験活動を取 り入 れる。

他教科 との関連 を考え る。

協 力体制(グ ループ活動の活用な ど)の 工夫をする。

児童 ・生徒が興味を もて る題材、教材。

ワーク シー トや発表 カー ド、拡大 図など、教材 ・教具の

工夫

④ 個別指導計画の活用

⑤ 支援の工夫

ア

ア

イ

ウ

個別指導計画 に基づ く授業 とす る。

発問の工夫 をす る。

個別の言葉が けの工夫 をす る。

その他の支援の工夫 をす る。

IV授 業の実際

1指 導事例 養護学校(病 弱)中 学部 の 「技術 ・家庭科」の指導

(1)単 元名 「自分でク ッキーを焼 こう」

(2)本 単元 と 「自己表現」 との関連 につ いて

この学級 の生徒 は2名 で ある。4年 間同 じ教室で生活を して きたため、お互いの ことを

よ く知 ってお り、普段か ら仲 がよ い。授業 の展 開の中で 「相談を しなが ら進 めて い く活

動」を設定す ることによ り、活発 に自分の思い ・考えを伝 えてい くであろ うと考 えた。

(3)具 体的な 「自己表現」 に関する手 だて

ア 適切な言葉かけ(→ 観点 ⑤)

イ 主体的 に活動す る授業の進 め方(→ 観点 ②)

ウ ワー クシー トの工夫(→ 観点 ③)

(4)単 元の目標

● 会食 に関心を もち、計画をたてて実践で きる。

(5>本 時の目標

・ 友 だちと協力 しなが らクッキーの生地を作 る。

● 作業 カー ドを活用 して主体的に作業がで きるよ うにな る。
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(6)本 時の展開

教 師 の 支 援 自己表現を大切にするため

学 習 内 容 生 徒 の 活 動

(活動) の指導上の配慮

あ い さ っ ・日直の号令であいさっす ・あい さっの後、本時の学

る 。 習の説明をする。

●二人で相談する様子を見 ●活動全般を通 して、適切

生 地 づ く りの 順 番 ・生地づ くりの順番を答え 守 る。 な言葉かけ(励 まし)や

る。分か らなか ったら黒 生徒の活動を近い場所

板のカー ドを見なが ら二 で見守り、安心感を与え

人で相談する。 ●生徒Aは 手先が器用では る。(◆ 支援の工夫)

ないのでエプロンや三角

身 じ た く す る ●エ プ ロ ン ・三 角 巾 を し 巾については様子を見な

て、手 を洗 う。 がら支援する。

.生 徒同士の相談で準備を

準備について話 し合い ●黒板 を見 て、友 だち同 進め るようにす る。→ 自

士で相談しながらすすめ 分が相手に思いを伝え、

る 。 主体的に活動する授業の

調理器具と材料の準備 ●集めた調理器具を洗い、 進め方にする。(◆ 授業

ふ く。 展開の工夫)

材 料 を 計 量 ●黒板を見なが ら正確に計 ●材料の計量に必要な内容

る 。 を板書 してお く ●不足 しているものなどは

自分から気づ くように見

守 る。

→(◆ 支援の仕方の工夫)

生 地 を つ く る ・順番 はカー ドを見なが ●生徒Aに ついては立ちっ

ら、まぜる コツは今 まで ぱな しにならずいすに座

の学習を思い出しながら って作業 したり、休憩を

取 り組む。 とるよう声をか ける。

・生徒Bに ついては意欲や

集中力がな くな らないよ

うに今までの活動を評価

して励 ます。

・生地全体 の量を見なが

ら、相談 して等分 しラッ

プに包む。包み終わった ●発表の時には 「楽 しかっ

ら日付を書いて冷凍庫に た」だけに終わ らせず、

後 か た づ け し ま う。 ●用意 した ワークシー トを 「どこが」 ど う楽 しか っ

配布する。 たのか」発表でるように

●二人で分担 しなが ら洗 ・A:声 が小さく聞き取り はた らきかける。(◆ 支

う。洗 い終 わ った ら、拭 にくいので発表の時はB 援の工夫)

いて元の場所に戻す。 とともに特に注目する。

B:最 後 まで発 表で きる

感 想 ●友だちや教師の前で取り (やりとげる)よ う励ま ・自分の思いや気持ち、考

組みの感想を発表する。 す 。 えを周りの人に伝えるた

発 表 す る ●みんなの前で具体的に発 めの ワー クシー トを用意

表で きた ことを ほめ、 そ する。(◆ 教材の開発)

●ワー クシー トを 自分の フ の内容を ワーク シー トに

アイルに とじる。 記入できるように支援す

る 。
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(7)評 価

●

●

●

●

友だち と協力 しなが らク ッキーの生地を作 ることが できた。

必要 に応 じて相談 しなが ら活動す る場面がみ られた。

作業 カー ドを活用 して、主体的 に調理を行 うことがで きた。

黒板の作業 カー ドは手順を確認す るときに活用 されて いた。

(8)ま とめ

研究授業ののち、授業観察 と授業記録を もとに研 究協議 した結果、っ ぎのよ うな課題 と

具体的な改善点が挙げ られた。

ア 生徒が困 った ときの教師の適切な対応 ・支援につ いて、具体的 に準備 してい く必要が

あ る。(→ 観点 ⑤)

・ 「自分の考えでや って ごらん」や 「材料を増や して ごらん」な ど、生徒が安心で き

るような声か けが 自己表現を促すには有効である。

・ 生徒 が支援を求め られずにい る時、教師は黙 って見ているのではな く次の手だてを

示す ことも必要な場合があ る。

イ 生徒が 自己表現を行 う場を意図的 に授業の展開の中に位置づけてい く必要があ る。

(→観点 ②)

・ 作業 の分担などは、相談活動の場 と して時間を設定す る必要が ある。

ウ 生徒が 自己表現を しやす くす るために ワー クシー トを工夫す る必要があ る。

(→観点 ③)

● 質問事項に口(チ ェ ック)を っ ける方法を取 り入 れるな ど生徒 たちの考えを表現 し

やす い書式にす る。
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2指 導事例 養護学校高等部(知 的障害)の 「社会科」の指導

(1)単 元名 「私達 の生活 と税」

(2)本 単元 と 「自己表現」との関連につ いて

生徒 たちは自由な発想で物事を考 え るとともに、 自分の中にある語彙を用いて考え たこ

とを自分の意見 として表現す ることがで きる。小 グループによ る討議をふだんあま り経験

した ことのない生徒達だが、 この討議 を用 いれば、9名 の生徒で進 め る学習活動では発言

す る機会を得に くい生徒で も発言す る機会 を与え られ るので、 さらに活発 な意見、表現が

でて くると思われる。本授業では、 自分 の考えを発表す る機会を増 やす ことに主眼をお く。

③ 具体 的な 『自己表現』 に関する手だて

アTT(サ ブテ ィーチャー)の 役割の明確化(→ 観点 ⑤)

イ 小 グループによる話 し合い(→ 観点 ②)

ウ 課題記録 シー トの活用(→ 観点 ③)

(4)生 徒の実態

様 子 本 時 の 目 標 手 だ て

生徒 (目標を達成できるようにするための

(自己表現の特徴) (個別の目標) 手だて)

自分の興味のあることにっいては ●小 グループの討議 の中で 、 ・TTは 、意見を出 しやすいようにす

自発的に関わってくるが、それ以 自分から意見を出す。 るために、 ヒン トを与え、最初の う

外ではなかなか周囲の生徒 とも、 ●人の出した意見を、課題記 ちは意図的に発言するよう促す。

A 積極的に話すことは少ない。授業 録 シー トに記録 し、それを ●課題記録 シー トへの記入について

中は教師側から出された質問であ 見なが らでも1回 は発表す は、要点をまとめた形で、TTが 助

って も、さされる以外は自分から る 。 言す る。

手を挙げて発言することはない。

自閉傾向あり。気が散って授業に ●小 グループの中での討論の ●TTは 本人の様子を見なが ら、必要

集中できないことがある。周囲に 際、自分から発言する。 なヒン トを与え、本人が意見を出し

B 影響 されることがあり、発言する ○人の意見を聞 く。 やすいよう導 く。

際も、自信がないような様子を見 ●他の人が発言 した際、今の意見はど

せ ることがある。 んな意見だったのかを本人にTTが

確認する。

⑤ 単元の 目標

ア 税金につ いて知 る。

イ 自分の考 えや思 いを意見 として出す ことがで きるよ うになる。

⑥ 単元の留意事項

ア 「税金」はか な り広い範囲の事柄であ るので、今単 元は生徒の 「税金」 に対す る基本

的な事項を押 さえるため、 「消費税」 「所得税」 に絞 り、学習を展 開す る。

イ 教材 としては、生徒の理解 を容易 にす るため、模擬的な給与明細書、発表のための用

紙、 シー トな どを工夫、活用す る。

(7)本 時の展開

9,10ペ ー ジ表参照。
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(8)評 価

ア ー人一人の生徒が小 グル ープの中で、 自分 の意見や考 え、思 いを周 りの人た ちに伝 え

ることが できたか。

・小 グループの中では、TTの 支援を得て発言で きた場面があ った
。

イ 記入 シー トを使 って、周 りの人の意見をよ く聞 き自分の意 見を発言す ることがで きた

か。

●記入 シー トを使 って 自分の意見を発言す る場 面が あ った
。

ウ 他の人の意 見を大切にす ることがで きたか。

・他の人のっぶや きが発言の ヒン トとなる場面 はあ った。

工 税金の基本的 な意味を知 る ことが で きたか。

●所得税につ いて は知 ることがで きた。

(9)ま とめ

ア 発言に視点を当てたA、Bの 様子

(ア)A(助 言、友達 の発言、呼名 などの 「きっかけ」が あると、発言がで きる。)

・ 自分か らの発言 は難か しか ったが、TTの 教師か らの助言 に答え る形で表現 した
。

・ 自分か らシー トに書 くことは難か しか ったが、TTの 教師か らの助言や友達の発

言を聞いて書 く形で表現 した。

・ メイ ンテ ィチャーに指名 され ると答え られた。

(イ)B(個 別指導 によって、発言がで きる。)

・Bへ のア ドバイスの仕方 に工夫が必要だ った。

● 友達 の発言を聞いて も、影響 され なか った。

● シー トの記入では、漢字に こだわ っていた。

イ 具体的な 「発言」に関す る手だての検証

(ア)TTの 役割の明確化(→ 観点 ⑤)

・TTで 行 った ことで、 グループの中で発言で きた生徒がいた。

・ 授業展開や支援 の仕方につ いて メイ ンティチ ャー と打 ち合わせが もっと必要であ

り、生徒の発言を、教師が どの ように取 り上げ、また返 してい くかが課題 である。

(イ)小 グル ープによる話 し合い(→ 観点 ②)

・ 自己表現のむずか しい生徒 にとっては、小 グループに した ことが有効であ った。

・ 小 グループに した ことで友達のつぶや きが ヒン トとな って発言で きた生徒 もいた
。

・ 小 グループに した ことが、話 し合 い全体を活発 に したか ど うか は疑 問が残 る。

(ウ)課 題記録 シー トの活用(→ 観点 ③)

● 自分の考えを確認するとい う意味で、 シー トは有効であ った。

・ 授業のね らいによ って、 シー トの扱 いや、工夫 も変わ って くる。

・ シー ト記入に要す る時間が長 くな り、十分 な話 し合いがで きなか った。

ウ まとめ

今回の授業で は、 「自己表現」を、 「小 グループの中での活発な発言」 と捉え、考察

した。 まずTTに っいては、生徒 の実態をよ く把握 し、メイ ンテ ィチ ャーとの綿密な打

ち合わせが必要である。 その うえで教師が的確 な助言を して い くことで生徒は発言が し

やす くなる。 また、友達 の発 言 も、生徒の発言 を引 き出す有効 なき っか け とな る。 グ

ループの構成や人数 など も意見を発表す るときには影響す ることが分か った。

一g一



本時の展開

時間

10

分

30

分

10

分

区分

導

入

展

開

ま

と

め

生 徒 の 学 習 活 動

。小グループに分かれて着席

。あいさつ

・模擬給与明細を見て、解 ら

ないところを質問す る。

・話 し合った結果を模造紙 に

記 入 し、発 表の準備 をす

る。

。課 題 シー トに記 入す る。

・各 グループ発 表す る。

鑓ループ

。話 し合った結果を模造紙に

記入 し、発表 の準備を す

る。
。課題 シー トに記入する。

。生徒一人一人が発表する。

Q『 税金』に関す る意見や感

想を発表する。

。討論 、発表を通 して、 「税 」

の大切 さを知 る。

。あ いさっ

教 師 の 支 援

。挨拶

・前時の復習

。本時の説明

。模擬給与明細の配布

。模擬紙幣の中から、所得税

にあたる金額を抜 き、 この

お金はどの様になるのか質

問する。(所 得税の分を抜

いたと伝えない)

。各 グループに教師1名 が助

言者(T2,T3)と して

付 く。

グループの中で発表者を決
あることを伝える。

業10

。グループの中で、 『今 まで

に税金 というものを払 った

ことがあるか、払 ったとし

た ら どんな とき に払 った

か』まとめる。

・発表の内容

いつ、どこで、どんな税金

か。一番意見が多かったも

の4～5を 模造紙 に書いて

発表する。

業10分

・ 『税金はどんなところに使

われるお金なのか』話 し合

う。

・発表の内容

どんなことに使われるの

か。一番意見が多かった も

の4～5を 模造紙に書いて

発表する。

・r税 金』 につ いて 、意見や

感 想を聞 く。

。次回の予定

。あい さっ

T.Tの 役 割

oAグ ル ープ:T2

Bグ ル ープ:T3

・特 にA、Bの 支 援 に あ た

る。

・話 し合 いの中心となり、話

し合いを進める。

生徒 自身が話 し合いを進

め られ ると判断 した場合

は、生徒の自主的な進行に

任せ、T2,T3は 必要な

助言をする。

・話 し合った内容を課題記入

シー トに各生徒が記入でき

るよう支援する。

・間違った意見が出た場合、

間違えを指摘す るので はな

く、どうしてそのようにな
るのかを追求 し、正 しい意

見 となるように導 く。

oA、Bが 発表で き るよ う支

援す る。
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「

Aの 活動 ・支援 Aの 行 動 記 録 Bの 活動 ・支援 Bの 行 動 記 録

Q.知 っている人がいます ・授業見学者の中に知って

か? いる先生がいたので反応

Q.先 生の給料はいくらで する。給料明細を見て質

すか?。 問に答える。

Q.(給 料明細を見て)支

給額はどこに書いてあ

りますか?。

・模擬給与明細を見る。 。模擬給与明細を見る。

o「 支 給額 」 「控 除 額」 。 「支 給額 」 「控 除額 」

「差引支給額」の意味を 「差引支給額」の意味を

知る。 知 る。

・明細を見て、 「支給額 。明細を見て、 「支給額

計」 「控除額計」 「差引 計」 「控除額計」 「差引

支給額」があることを知 支給額」があることを知

り、その関係に気づ く。 り、その関係 に気づ く。

oグ ループ討議中、本人が 。T2の 助言によりワーク Qグ ループ討議中、本人が o課 題 の中の 「いっ」 とい

発言で きるよ うな状況 シー トを記入する。 発言できるような状況 う項目に対 して年月日で

(指 名 したり、 ヒン トを (指 名 した り、 ヒン トを の答え方にこだわっでい

与え る)を 意図的に作 与え る)を 意図的に作 た 。

る 。 ・友達の発言や記入 したも る 。 。発表のための短冊書きや

のを見て本人が書いたも 発表についてはT3の 働
・課題記録 シー トに、記入 のを自ら修正する。 。課題記録シー トに、記入 きかけに積極的の答え、

ができるよう出た意見の ができるよう出た意見の 自ら取り組んでいた。

要点を助言する。 要点を助言する。

o発 表 に挑戦す る。 ゆっく

り、はっきりと発表で き

るよ う、支援する。

Qrど んなところに税金が

使われていますか?」 と
いう質問に対し 「自然の 。課題2に ついては本人中

ために」と答え、 ワー ク 心にグループ作業を進め

シー トに も書 く。又、他 た 。

の生徒の発言がヒントに

な って、 「大地震」 とワ o「 税金はどんなところに

一クシー トに記入 した。 使われているか?」 とい

う問いに対して 「月謝」

と答える。T3よ り 「そ

れは自分で払 うもので し

よ」 という修正が入る。

・シー トを見て、気付いた 。自分で言己入したシー トを ・シー トを見て、気付 いた 。自分で記入 したシー トを

こと、考えたことを発表 見なが ら、発表で きた。 こと、考えたことを発表 見なが ら、発表で きた。

する。 す る。
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3指 導事例 小学校通級指導学級(情 緒障害)の 「自立活動」の指導

(1)活 動名 「インタ ビューごっこ」

(2)本 活動 と 「自己表現」 との 関連について

本学級 は、情緒 障害の通級指導学級 であ り、在籍学級での不適応 を改善す るための指導

を行 っている。児童一人一人 の課題 は様々だが、特にまわ りの人々 との関わ りの中で、 う

ま く自分 を表現できないことか ら、 まわ りと心地 よい関係が取 りに くい状態である ことは、

共通 している。

そ こで今回 は、人 とのや りとりの 〈基本的 なスキル 〉に意識を向け、実際に経験 させ る

ことに した。例えば、相手の顔を見て話す、表情、声の大 きさ、速 さなど、相手にわか り

やす く伝わ り、互 いに心地 よいや りと りとな る方法を身に付 ける機会にで きれば と考え る。

スキルに、よ り意識が向 け られ るよ う、や りとりの中身その もの は簡単 な もので、また、

や りとりを繰 り返 し体験で きる活動 として、 「イ ンタ ビュー ごっこ」を設定 した。

③ 具体的な 「自己表現 」に関する手 だて

①TT役 割の明確化(→ 観点 ⑤)

② 視覚教材 ・カー ド・楽 しみなが らで きるよ うな教具の活用(→ 観点 ⑥)

③ 実際 にイ ンタ ビューす る活動を行 う(→ 観点 ②)

(4)児 童の実態

生活の様子 自己表現の様子 本時の目標 手 だ て

安定 している時は 話好きで丁寧な言 相手が答えやすい ●答えに くい質問を

表情が柔 らか く、苦 葉遣いがで きる。願 質問を考え る。 出 したときには、

手なことに も意欲を 望を事実のように話 教師が再説明す

出せ る。人の話を素 す ことが あ る。 る 。

直に聞き入れ られ 相手を非難する表 表情、速 さに気を ●留意点は絵で表示

る。物事を前向 きに 現や早口になりやす つ けて話す。 し、視覚 に訴え意

A 考え られるようにな い表現について指導 識付 ける。その場

って きて い る。 を 行 って い る。 で助言を した り、

真 似 を して 、気

付かせるようにす

る 。

自分 をふ り返 って ●感想のテーマを絞

感想を言 う。 る 。
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生活の様子 自己表現の様子 本時の目標 手 だ て

人なっ こく、無邪 思 ったことをす ぐ 発言 してよいとき ・あ らか じめ目標 力

気。 自分の苦手なこ 口に して しま う。 かどうか考え る。 一 ドに表示 し、確

と、弱点などを自覚 発言の途中で口を 認する。守れない

している。何で も興 出 しやす い。 ときには、教師が

味を示す。 発言の機会をうま 合図を送 る。

学習中、注意を受 く捉え、人の気持 ち

B けることは多 いが、 を思いやる表現がで 速 さ、言葉遣いに ・絵で表示 し、視覚

自分でよ く考えてい き る。 気をっけて話す。 に訴え意識するよ

る 。 う配慮す る。その

場で助言を与えた

り、真似を して気

付かせるようにす

る 。

プラス面の感想を ・感想のテーマを絞

一==」,

bつ 。 る 。

☆ この他に3名 の通級児童が一緒に活動する。

(5)本 時の 目標

① 活動の 目標()は 関連する自立活動の項 目 ・区分

● 友達 と声 を合わせて、楽 しく歌 い、 リズムをとることがで きる。

(2心 理的 な安定の(2))

・ 友達や大人 に質問 した り、答えた りで きる。(5コ ミュニケー ションの(5))

・ イ ンタ ビュー結果や感想を発表できる。(5コ ミュニケー ションの(5))

② 自己表現の 目標

・ まわ りの友達 と声の大 きさや リズムを合わせて歌 う。

・ 相手の顔を見 る、 にこやか な表情、適度な声の大 きさなどのや りとりのスキルを取

り入れて、イ ンタ ビュー した り答えた りす る。

● 自分をふ り返 った感想を発表す る。
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⑥ 本時の展開

学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・ 手 立 て Aの 課題と手立て Bの 課題と手立て

・あい さっ ・姿勢 、顔を教師 の方に向 けるよ うに促 す

●本時の学習内容の確認 ●本時の学習内容を説明する

●本時の個 々の 目標の確 認
:・
・:個 々の 目標 を提示;し て、意識 させ る

「

Aに とって集 中を妨げ
1

る刺激の少ない場所に

・セブ ンステ ップ ス(手 あそび歌) ・友達 の声やテ ープに合わせ なが ら歌 う こ あらかじめ席を決めて

テー プと友達の声 も聞 きなが ら とを確認する お く リズムを打ちながら最後

歌 と リズム打 ちをする まで歌 う

●うま くい った点 を評価す る 気 にな る子が いて も歌 と

・イ ン タ ビ ュー ご っ こ リズムに集中す る

やり方の説明を聞く ・手順を説明する まず は黙 って聞 き、 その

何を イ ンタ ビューするか決 める ●そ れぞれ イ ンタ ビュー したい ことを決め 後質問する

させ る 相手が答えやすい質問

相手が答えやすいかどうかも考えさせる か 、考えて決 める

決められない児童には、選択肢を出す決 お しゃべ りが 止ま らな

ま った ら仮書 してお く 決め込んで変えられな いと きは シー ッの合図

や りと りの際の ポイ ン トを カー い ときは、 目標に立 ち を出 した り、日標に立

返 らせ る ち返 らせ たりす るドを見て考える
・相手の顔 を見て ●TVの イ ンタ ビュー場 面を思 い起 こ

●に こやかな表情で させ る(見 せ る)ど こを見た ら?ど

・声の大 きさ んな顔 で?な ど考え る ヒン トを与え ヒン トを よ く聞 いて 考え

・話す速 さ る る 指名されてから発言する
●ポ イン トをカ ー ドや ことば で表示す・て いねいな言糞 で

イ ンタ ビューを し、用紙 に記 入 る 合図 を出 した り、 目標

する ・下手な例 をTが や ってみせ る に立 ち返 らせ た りす る

① 一質 問 ② 一答 え る

①・②役割を交替する

・特 に どの ポイ ン トに気 をつ けるか決め る どの ポイ ン トに気を っけ

(1っ は教 師が。 互つは 自分で) るか、 カー ドの中 から選 ん

・① 、② の グル ープを知 らせる で決める どの ポイ ン トに気 をっけ

●バ インダー、記 入用紙 、 マイ クつ き鉛 筆 インタ ビューす る るか、 カー ドの中か ら選ん

で決めるを配 る

・児童同士 で も、や りと りの ポイ ン トにっ

いて相手 に注文が あれば していい ことを

うまくいかない点はそ
の場で援助(助 言や本

イ ンタ ビューす る

伝え る。 しか し、で きな いこと も予想 さ 児の真似)す る うまくいかない点 はそ

の場 で援 助(助 言 、本れ るの で、教師 も(研 究員 も)助 言す る

●書 くことの苦手 なFに は、援助 をつけ 児の真似)す る

・Q-A,E,C,

発表する ・O-D.B,F,

●うま くで きた ところを評価 する

・発表の仕方を確認する

おじぎ→記入用紙を見て発表→一言感 ゆ っ くり落 ち着いて発表

想→ お じぎ する

机 とマ イクで ニ ュー スキャス ター風 ポイ ン トを意 識させ る フラフラ しな いで発表を

にす る よう声かけする 進める

一言 感想 は、本時 で うま くい った と 自分のことばで感想を言 座 って、 しか も気を引

思 うことにつ いて とす る う き締 め られ るよ ういす

・終 わ りの あい さつ とマイ クの セ ッ トでや

る

プラス面の感想を言う

(7)評 価

・声の大 きさや リズムを合 わせて、楽 しく歌 うことがで きたか。

・声の大 きさや リズムを児童みんなで合わせて歌 うことが できた。

・や りとりのズキルを取 り入れてイ ンタビューがで きたか。

・や りとりの スキルを覚え、全員にイ ンタ ビューで きた。

・自分をふ り返 った感想を発表がで きたか。

・目標カー ドと絵 カー ドによ り、 目標 を踏 まえて反省す ることがで きた。
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児童 に配布 したイ ンタ ビュー用紙

名 前 イ ンタ ビュー の返 事

くん 「 で す
。」

くん 「 で す
。」

くん 「 で す
。」

先生 「 で す 。」

先生 「 で す 。」

児童 に提示 した絵カー ド

(
∩
)

(◎ ◎ 司
目を見 る 笑 顔 声の大 きさ ス ピー ド ロ を開 ける

(8)ま とめ

ア 具体的な 自己表現 に関する手だて について

(ア)教 材、教具について(→ 観点 ③)

授業ではVTRや カー ドを取 り入 れることによ って、児童の視覚にはた らきかけ子

ど もに興 味を もたせ る ことで、理解 しやす くな り活発な意見を引 き出す ことがで きた。

VTRの 活用では、 は じめに音 を消 して放映す ることにより表情 や目の動 きなどの

スキルに、次に音を 出す ことによ り声の大 きさ、 スピー ドな どのスキルに着 目す るこ

とができた。

カー ドの活用で は、 目標 カー ドと絵 カー ドを用意 した。 目標 カー ドは、児 童一人一

人の本時の 目標が分か り、絵 カー ドは、イ ンタ ビュー時の 目標が理解で きた。 また こ

れ らの カー ドは授業中ず っと黒板に貼 って あったので、児童は自己の 目標の確認が随

時で きていたということか ら、有効 であった。 また、 カー ドの一っ は自分で選ぶ とい

うことだ ったので、 目標を意識 しやすか った。

(イ)TTに よる授業で、メイ ンテ ィチ ャー以外の教師が、 自己表現を促す ため に行 った

支援 ・指導 にっいて(→ 観点 ⑤)

授業ではTTの 役割 と して、サプティチ ャーが多動傾向にあ る児童 につ いていた。

サ ブティチャーが支援 しなが らこの児童がモデルにな って発表をす ることによ り、他

の児童ヘモデルを示す ことが で きた。 この ことで児童が発表にスムーズに取 り組 めた。

イ ま とめ

VTRや カー ドの工夫 と活用が、や りとりのスキルの獲得 に効果的であ った。 また、

目標が常 に見える場所にあ った ということは、手だて として は良か った。場 に応 じた指

導 を教師が行 ったことで、さ らに児童が理解 しやす くなるとい うことが分か った。
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V研 究 の ま とめ

本分科会で は、研究を進めてい く上で、5つ の観点 に沿 って授業研究を行 った。 その結果 、

次のよ うな成果が得 られた。

1教 師の基本姿勢

● 授業の中で児童 ・生徒の状態 に応 じて、教師が適切 な言葉か けをす ることによ り、児 童

・生徒が安心 して発言す ることがで きた。

● 時には、児童 ・生徒が正 しい方法 に気付 くまで教 師が見守 ることで、主体 的に表現す る

機会が生 まれ る場合 もあった。状況 に応 じ、教師が適切 なタイ ミングで支援す ることが、

児童の表現す る意欲 や表現力を培 ってい く上で重要であ る。

2授 業展開の工夫

・ 小 グループで話 し合いをす ることにより、発言 しやすい環境を設定 した。 この ことによ

り、話 し合 いの 中で は表 現が不適切 な場合 であ って も修正が容易 にで き、発言が活発 に

な った。

● 話 し合いでの発言を、生徒 自身が記録す ることで、他の生徒の発言をよ り的確に理解す

ることがで きた。

・ 児童 ・生徒同士がかかわ る活動を設定す ることで、よ り活発 に発言がで きるよ うにな っ

た。

3教 材、題材の工夫

・ ク ッキー作 りやイ ンタ ビューゲームな どの体験学習活動を とり入 れることによ り、児童

・生徒 自らが言葉で相手 に伝える ことやや りとりの スキルを学ぶ ことがで きた。

・ 身近な題材 を話 し合 い活動に とり入れ ることで、 どの生徒 も表現で きる機会を作 った。

・ まとめのワークシー トに具体的 に 自由に感想を書かせ ることで、表現への意欲が高まっ

た。

・ 言葉や絵 によるめあてカー ドを使 うことで、児童一人一人の目標が意識付 け られた。

● 視覚教材を有効 に利用する ことで、児童 ・生徒が や り方 ・目標 に気付 くことがで きた。

4個 別指導計画の活用

● 個別指導計画の中に個 々の自己表現の状態やね らい、配慮事項 を記入す ることで、一人

一人の 目標が明 らか にな り、具体的な支援 をす ることがで きた。

・ 授業の記録を個別 にとることで、教師が 自己表現の状態を より的確 に把握す ることがで

きた。

5支 援の工夫

● 話 し合い活動 はTTで 行 い、わか りに くい表現 を補助、修正 してい くことで、話 し合い

の ポイ ン トが分か りやす くな り、活発 に発言で きるよ うにな った。

・ 教師だけでな く、友だち同士で認 め合 う場を作 ることで、成就感が得 られた。

● 不適切な発言の場合は、具体的な支援の言葉かけが必要である。

● 不適切な表現を改善す るには、 日常 の授業の中での配慮だけで はな く、 自立活動の時間

などに具体的なスキルを指導 してい くことが有効であ る。
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VI成 果と今後の課題

1本 研究を通 して、私たちは、児童 ・生徒が安心 して 自己表現 するためには、教 師の基本姿

勢 として、教師 との信頼関係 と児童 ・生徒 の相互の円滑 な人間関係を育て ることが大切であ

ることを再確認 した。今後 も、 自 らの思 いや考えが人 に伝わ ることの喜びを児童 ・生徒が味

わ うことができる指導 ・援助を心掛 けることが大切 である。

2授 業を計画す る段階では、教師が、児童 ・生徒の 自己表現欲求が無理 な く喚起 され、活発

な表現活動 を期待で きる場面を想定 ・工夫す ることが重要 である。そのためには、個別指導

計画を活用 し、一人一人の実態に合 った工夫を行 ってい くことが大切であ る。

3教 師が児童 ・生徒 の自己表現の観察記録を とることによ り、個 々の課題 と評価を明確 にす

ることがで きる。

4本 分科会では、言語表現す ることがで きる児童 ・生徒 に焦点をあて研究を進 めて きたが、

今後 は言葉での 自己表現が で きない児 童 ・生徒に対する指導 ・援助の在 り方にっ いて も検討

す る必要があ る。

5教 師 は、授業の中だけでな く、 日常生活 における何気ない児童 ・生徒 の 自己表現に も注 目

し、適切な評価、 または指導 ・援助 を して い くことも大切である。その ことによ り、児 童 ・

生徒 は望 ま しい表現力を身 に付け ることがで きる。 そ して、それが一人一人の生 きる力へ と

つ なが ると考え る。今後 の課題 と して、 自己表現 を大切 にす る授業の工夫 を研 究員の メ ン

バー一人一人が心掛け、 日々の指導の充実を図 って いきたい。
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一人一人が生き、力を伸ばす教科指導の工夫
一 数の基礎概念に視点を当てて 一

研究の概要

教科分科会で は、算数 ・数学の指導の重要性 と難 しさを、構成メ ンバ ー共通の課題 とし

て認識 し、目指 したい授業 を次の3点 に整理 した。

(1)一 人一人が主体性 を もって、楽 しく、生 き生 きと して、考え学ぶ ことので きる授業

② 集団の中で学び合 い、助け合 って、 自らの課題を解決 していける授業

(3)実 生活 に結び付 き、定着 してい くような 「生 きる力」 にっなが る授業

そ して、特 に、知的障害 のある児童 ・生徒の算数 ・数学 の指導に絞 り、 「指導者側が、

系統的 な数概念形成の道筋 を しっか り押 さえ、障害のあ る児童 ・生徒 の個 々の課題、 とり

わけ生活経験 や遊 びの不足 によって数 の基礎概念が十分に育 っていない点 に、 より配慮 し

た指 導の工夫 を重ね ていけば、力が伸 びて い くので はないか。」 と考え、 「数 の基礎概念

の把握 に視点を当てた指導段階表を作 成 し、 これを活用 したスモ ールステ ップの指導を展

開す れば、実生活 につなが る算数 ・数学 の指導が充実す る。」 とい う仮説を立てた。

この仮説か ら、まず 「数の基礎概念か ら5が 分か る」 までの指導段階表を作成 し、 この

指導段 階表 に基づいて、A小 学校心身障害学級で研究授業を実施 して、仮説を検証 した。

その結果、数の基礎概念の指導段階を教師が十分に理解 して、児童 ・生徒 の実態 に応 じ

たスモールステ ップの指導を展開す るとともに、家庭 とも連携を図 りなが ら、障害の特性

を踏 まえた柔軟な指導を構築す ることが重要で あることが分か った。

1主 題設定の理由

教科分科会で は、 まず、各学校における教科指導の課題を協議 し、その結果、多様 な学校

種別を越えて、算数 ・数学指導の重要性 と難 しさが共通の課題 と して認識 された。

さ らに、主題を検討す る中で、各 自が算数 ・数学 の授業の中で意識 していることを出 し合

い、 目指 したい授業 について次の3点 に整理 した。

(1)児 童 ・生徒一人一人が主体性を もって、楽 しく、生 き生 きと して、考え学ぶ ことので き

る授業を工夫 したい。

(2)児 童 ・生徒一人一人が、集団の中で学び合 い、助け合 って、 自らの課題を解決 していけ

る授業 を追求 したい。

(3)実 生活 に結び付 き、定着 してい くような 「生 きる力」 にっなが る授業を考えたい。

そ して、 このよ うな授業を展開す るため には、 どの ような工夫をすれば よいのかを検討 し、

算数 ・数学を 「分 か る」喜 びと、分か って 「使 える」喜びが、児童 ・生徒一人一人の主体性

を引 き出 し、 さ らに、 自らの能力を生か した充実感が 「生 きる力」をは ぐくむのではないか

と考え、本主題を設定 し、研究を深 める ことに した。 なお、主題の 「一人一人が生 き」 とは、

児童 ・生徒が学び合い、助 け合 うことで、 よ り積極的 ・能動的 に学習するようにな り、 その

活動 を通 じて、充実 した生 き方を見 いだ して ほ しい とい う私た ちの願 いに基づいて いる。

「生 き」の中には、 「活動」、 「活発」 「活躍」 という意味が強 く含まれてい る。
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II研 究の方法

1基 礎研究

(1)研 究の方向性の検討

研究主題 を話 し合 う中での キーワー ドとな った算数 ・数学 を 「分 か る」 ことと 「使 え

る」 こととは、具体的 にど ういうことかを協議 し理解 を深 めた。 さ らに、題材を 「(D数

概念の形成」に絞 り、各 自の実践を出 し合いなが ら算数 ・数学指導で難 しさを感 じる理 由

を探 った。

(2)仮 説の設定

知的障害のあ る児童 ・生徒に対す る算数 ・数学指導の改善を図 るため に、数概念の形成

を図 る以前の指導であ る 「(2〕数の基礎概念の把握」に着 目し、次の研究仮説を設定 した。

「数の基礎概 念の把握 に視点 を当てた指導段階表を作成 し、 これを活用 したスモールス

テ ップの指導を展開すれば、実生活につなが る算数 ・数学の指導が充実す る。」

(3)指 導段階表の作成

研究仮説に基づ き、数の基礎概念の把握 に関す る系統的な指導方法にっいて、先行研究

を集 め、整理 して指導段階表を作成 した。

*(1)「数概念」とは、数詞、数字及び数対象(数 える対象となるもの)の 、数の3つ の基礎要素相互の

関係的操作を行 う心の働き。

(2)「数の基礎概念」とは、抽象数に至らない段階の 「個別化」 「類別」r同 等性(1対1対 応)」

「数の保存性」の4っ の意識活動を包括する準数概念。

2授 業研究

(1)指 導案検討 と研究授業

「数の基礎概念の把握」を題材 と した学習指導案を各 自が持 ち寄 り、検討 し合 った。 さ

らに、研究仮説 と、指導段階表 に基づいてA小 学校心身障害学級(知 的障害)の 学習指導

案を検討 し、工夫点や改善点を話 し合い、研究授業を行 った。

(2)仮 説の検証

A小 学校心身障害学級(知 的障害)の 研究授業の成果や課題を分析 し、仮説を検証 した。

皿 研究の内容

1基 礎研究

(1)研 究の方 向性の検討 一算数 ・数学が 「分か る」 ことと 「使える」ことについて一

「分か る」 「使える」 とい うの は、 目指 したい授業を話 し合 う中で 出て きた言葉であ る
。

前述 したように、私 たちはまず、算数 ・数学を 「分かる」喜び と、実生活に 「使 える」喜

び とが、児童 ・生徒一人一人の主体性を引き出 し、 これが 自 らの能力を生か した充実感に

つなが り、 「生 きる力」をは ぐくむのではないだろ うか と考え、 「数概念の知識 ・理解」

と 「数的実体験」 という2っ の観点か ら協議を進めた。

しか し、 「使え る」 とい う言葉か らは、 「生活 に役 に立っ」、rHowTo」 とい った意

味が連想 されが ちであ り、算数 ・数学の論理的な思考を身に付 けた り、思考す る楽 しさを

知 るとい った教科 と しての大切なね らいか ら外れるよ うな誤解 を受けやす いので はないか

とい う意見 も出た。
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そ こで、算数 ・数学の内

容が実生活で 「使え る」 と

はど ういうことか、具体的

に例を 出 して、整理 してみ

ることに した。(図1)

その結果、r知 的障害の

あ る児童 ・生徒 は、数を数

え ることや、お金の計算な

どの 「明確な理解」がで き

ていな くて も、状況を把握

す る力や繰 り返 しの経験 に

よ って ものを操作 した り、

数えた り、お金を扱 った り

算数 ・数学で学んだ内容が
実生活で 「使える」とは?

例
●ものを数えてとる、計算する、ものを配る、ものを分ける
・お金を計算する、買物ができる
●時計をよむ(時 刻、時聞)

●大きさ、重さ、長さなどを理解 してものをはかる
●ルールを理解して遊ぶ など

言葉の理解力、時間の観念、金銭の観念、ものを操作する力、

状況を把握する力など様 々な要素が総合されて、 「使える」よう
になる。

また、使うための動機、必要性、有用感なども大切である。

して 「使え る」力が付いて くることが ある』 とい う例が多 く報告 された。

これ らの事例の整理か ら、実生活の中で算数 ・数学 の内容が 「使え る」よ うになるため

には、その内容 を生活に生かす よ うな動機や有用感が必要であ り、さ らに言葉や時間の観

念の理解 など様 々な要素が絡み合 って、は じめて 「分か って使 える」 ようになる こと、そ

して、 「分か って使え る」力 は、算数 ・数学の学習だけでな く、他の学習や実生活全体 を

含めた様 々な経験 も含めた中で獲得 されて い くことが重要であるということを確認 した。

従前か ら、知的障害養護学校や心身障害学級 においては、 日常生活の指導 や生活単元学

習、作業学習など、実体験で数を扱 う生活 に即 した学習の中で個 々の課題 を設定 し、算数

・数学の学習内容 と相互に関連付 けなが ら実践を進 めてきたが、私 たちは、あ らためて、

この ことを確認 し合 い、(図2)の よ うに整理 した。

② 仮説の設定一数概念の形成を 目指 す算数 ・数学の指導では 一

で は、算数 ・数学の授業の中で私たちが大切 に していることは、どのよ うな ことなのか。

私 たちは再度、自分たちの授業 に目を向け、授業実践 を出 し合 ってみた。す る と、基本的

な ことで はあ るが、 「具体的な操作活動 を通 して、数 的な体験 を積み重ね なが ら数概念 の

形成を図 る」 ことを重視 して いることが明 らかにな った。(図2)

算数 ・数学の授業の中で は、 日常算数 ・数学の内容が

生活の指導 や遊 びの指導 、生活単 元「分か
って使え る」ようにな るためには

学習、作業学習のよ うに実生活にな

ぞ らえ るとい うところまで はいかな
算数。数学指導では
.数概念の形成.理解 具体的な操作活動に くて も数的 な体験を授業 に織 り込 む

談 露 皐鷺 飾 よる数的な体験 工夫力・・やはり不歌 である・さら
に、最初に述べた算数 ・数学の指 導

の難 しさ、っ ま り、 「児童 ・生徒 の

生活に即、灘 数学の学習の場以外の数的な実体験 基本的な数脆 の理解が足踏み状態
(日常生活の指導、遊びの指導、生活単元指導、作業学習など)で な か な か 前 に進 まな い。」 と い う
日常生活での体験 課 題 を振 り返 り

、指 導 の 面 か らみ た

問 題 点 を次 の2点 に整 理 した。
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算数 ・数学の指導で難 しさを感 じる理 由は

・系統的な数概念形成の指導が、十分で きていないのではないか。

・障害のあ る児童 ・生徒特有の課題 に対応 し切れていないので はないか。

(生活経験の不足、遊 びの不足、抽象的思考や論理的思考の弱 さ、必要感の無 さ、

言葉の理解の困難 さなど ・・)

この ことか ら、私た ちは、児童 ・生徒の算数 ・数学 におけ る足踏み状態を少 しで も改善

す るためには、 「指導者側が、系統的な数概念形成の道筋を しっか り押 さえ、障害のある

児童 ・生徒の個々の課題、 とりわ け生活経験や遊びの不足によって数の基礎概念が十分 に

育 っていない点に、 より配慮 した指導 の工夫を重ねて いけば、力が伸びてい くのではない

か。」 と考え、次のよ うな仮説を立てて、研 究を進めてい くことに した。

数の基礎概念の把握 に視点 を当てた指導段階表を作成 し、 これを活用 したスモ ールス

テ ップの指導を展開すれば、実生活につなが る算数 ・数学の指導が充実す る。

以上の話 し合いか ら、数の基礎概念の把握 と

数概念の形成 についての仮説 を検討 し、イメー

ジしたのが(図3)で ある。

土壌の部分 は、数の世界に入 る前 に獲得 され

る数の基礎概念をイメージ している。本来 は幼

児期の遊びや 日常生活の中で、個別化や類別、

1対1対 応 や数の保存性な どを豊か に経験 して、

耕 されていると考え られ る部分で ある。

しか し、障 害の あ る児童 ・生徒 は、 障害 に

具体的な操作活動

体験的な学習

ぷ

図3数 概念形成の イメー ジ図

よ って生 じる特有の問題のため、 この土壌 の部分が不十分 にな っていると考え られ る。

じょうろの水 は、 これ らの特有 の問題を改善 ・克服す るため に、教師が意図 しなければ

な らない部分であ り、 これを私たちは具体的な操作活動 や数を使 った体験的な学 習と考え

た。

木 は、数概念を意味 してお り、 この木を育ててい くたあには、教師が指導の系統性を しっ

か り身 に付け、児童 ・生徒のつまず きの部分を把握 してお くことが大切であ ると考えた。

㈲ 指導段階表の作成

以上の考えか ら、私たちは、あ らためて数概念の指導法を検討す ることに した。資料の

指導段階表(P30～P33)は 、私たちが調査 した先行研究 と、それぞれの実践を基に 「数

の基礎概念」か ら 「5が 分か る」にっいて、指導段階や教材、学習活動 の例 などを整理 し

た ものであ る。 これを基に、児童 ・生徒のつ まず きの把握を正確 に し、指導を具体的に進

め ることがで きるのではないか と考え、研究授業を実施す ることに した。
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主 題 設 定 の理 由一教科指導にっいての討議から出された課題より

●教科指導において各自が意識している課題
●算数 ・数学指導の重要性と難しさ

目指 した い算 数 ・数 学 の 授 業 の 在 り方
・一人一人が主体性を もって、楽 しく、生き生きとして、考え学ぶ ことので きる授業

●集団の中で学び合 い、助 け合 って、 自 らの課題を解決 して いけ る授業

●実生活に結 び付 き、定着 してい くよ うな 「生 きる力」にっなが る授業

置
研 究 主 題

一人一人が生き、力を伸ばす教科指導の工夫
～数の基礎概念 に視点 を当てて～

旦
研 究 討 議 一算数 ・数学を 「分か る」 ことと 「使 え る」 ことをキーワー ドとして

算数 ・数学を 「分か る」喜 び と実生活に 「使え る」喜 びとが 、児童 ・生徒の個 々の主

体性 を引 き出 し、 さ らに自 らの能力を生か した とい う充実感にっなが るのではないか。

↓
・算数 ・数学で学んだ内容 が 「使え る」 とは、 どうい うことか?→ 図1に 整理

・算数 ・数学の内容が 「分か って使え る」よ うにな るには?→ 図2に 整理

・算数 ・数学で感 じる指導の難 しさ、児童 ・生徒の基本的な数概念の理解が、 なかなか

進まず、足踏 み状態 にあ る原因 は?→ 皿の1一 ② に整理

旦
児童 ・生徒の数概念形成の特に基本的な段階にお ける足踏み状態を少 しで も改善す るた
めには、指導者側が系統的な数概念形成の道筋 を しっか り押 さえ、障害のあ る児童 ・生徒

の個 々の課題、 とりわけ生活経験 や遊 びの不足によって数の基礎概念が十分に育 っていな

い点 によ り配慮 した指導の工夫を重ねて いけば力が伸 びてい くのではないか。

(図3参 照)

研 究 仮 説

数の基礎概念の把握 に視点を当てた指導段階表を作成 し、 これを活用 した スモール

ステ ップの指導を展開すれば、実生活 につなが る算数 ・数学の指導が充実す る。

.罰 し

知的障害教育における算数指導段階表
「数の基礎概念～5が 分かる」について、先行研究や私たちの実践を整理して作成。

(資料)

置.
研 究 授 業
A小 学校心身障害学級(知 的障害)の 算数科指導にっいて学習指導案を検討し、研究授

業を実施して仮説を検証。

図4研 究の流れ
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2授 業研究

(1)研 究授業 一A小 学校心身障害学級(知 的障害)一

指導段階表を基に、児童 ・生徒のっ まず きの実態を把握 し、指導を具体的 に進 めるため、

A小 学校心身障害学級(知 的障害)で 研究授業を実施 した。

学習指導案 は、全員で検討 し、教材 も協力 して作成 した。

算数科学習指導案

A小 学校○○学級ロ グループ

指導者:教 諭1名 、補助員2名

① 単元名 「1～3ま での数」～数 を直観 的に見取る～

② 単元設定の理 由

これ まで、本学習 グループの算数科の指導は、玉入れ、さい ころ遊びなどのゲームを

中心 とした数 の学習を行 って きた。 しか し、1～3ま での数 にっいて、具体物や半具体

物 を数えて数字 とマ ッチ ングす ることはで きて も、指示 され た数字や数詞の数だけ もの

を取 るとい う活動 になるとむずか しくな って しま う児童が多 く、指導は壁 に突 き当た っ

ていた。

このよ うな課題 を抱えて本部会で研究 を重ね るうち、 この原因 は、数の指導段階表に

あ る 「集合数をイメージとしてと らえ る」すなわち 「ものの集 ま りと して数を正 しく見

取 る」 ことや、 「ものの集 まりと しての具体的事物 と、数字や数詞 との相互関係」の理

解が不十分だ った ことが明 らか になって きた。そ こで、同 じ数の集 まりを見付 ける活動

を繰 り返す ことによ り、児童が3ま での数 を直観的に とらえ、それぞれの集ま りが同 じ

数詞や数字で表 されることを理解す ることをね らい、本単元を設定 した。なお、指導 は、

児童が楽 しく学習を進めていけ るよ う、 「白雪姫」の物語をベースに して ス トー リー性

を もたせ、教材 ・教 具 もこの物語 に関連す るものを準備す ることに した。

児童が、 この段階を克服す ることにより、上記の課題 を解決す るだけで な く、さ らに

次の ステ ップに進む原動力 にな ること もね らって いる。

③ 児童の実態

友達 と一緒にいることが好 きである。自分の思い通 りにな らないと、大きな声を出したり相

手をたたいたりすることがある。言語の理解はかな りあり、音声言語の表出は、まだは っきり
しないものの聞 き取 って模倣する。手先の細かい作業が苦手である。

身辺処理は、おおむね一人でで きる。自分の興味 ・関心のあることには集中するが、関心が
ないと自分からは進んで活動 しようとしない。表出で きる言語が、まだほとんどなく、音声 に

よる言語の理解 も少ないが、視覚による理解はよ くで きる。(自 閉的傾向)

簡単な会話 はで きるが、まだ 自分の興味のある範囲にとどまって しまうことが多い。耳か ら

入る情報には強 く、聞き取 って覚えたことを進んで話す。文字に興味を もち始め、自分の名前
がひらがなで書けるようになってきた。

身辺処理 は、おおむね一人でできる。音声言語の表出はまだないが、理解できる言語はかな
りあり、言葉による指示だけで通 じることが多 い。 自分の要求は、指差 しやクレー ン動作で伝

え る。授業中、席を立 ったり走 り回 ったりすることがある。(自 閉的傾向)
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〈児童の数概念の形成度〉

内 容

児童名

1対1対 応
数詞 と、1対1
対応 しなが ら数
える

ものを数えて数
字 とマ ッチング
す る

決め られ たパ タ
ー ンの数図を見

て、数をとらえ
る

指示された数だ
け ものを取る

A O △ 0 0 n

B 0 O
(数唱は△)

O O 0

C △ △
(数唱は○)

0 0 n

D 0 0
(数唱は△)

0 0 n

④ 単元の 目標

・1～3ま での数 につ いて、ある ものの集 ま りを見て、それ と同 じ数の集 まりを直観的

に見付 けることが で きる。

・それ らの ものの集 ま りが、共通 の数詞や数字で表 され ることを知 る。

⑤ 指導計画(計10時 間)

・ 「白雪姫」の物語に親 しみ、学習への期待を もっ。2時 間

・こびとと同 じ数の集 ま りを見付 ける。(お に ぎり)1時 間

●こびとと同 じ数の集 ま りを見付 ける。(り ん ご)1時 間

・こびとと同 じ数の集 ま りを見付 ける。(い ろいろな種類)2時 間 く本時5/10>

・具体物と半具体物及び数詞と数字の四者関係が分かる。4時 間

⑥ 本時の 目標

・おに ぎりや水筒などのいろいろな ものの集ま りの中か ら、 こび と(3人)と 同 じ数の

集ま りを見付け る。

・それ らの ものの集 ま りが、どれ も 「さん ・3」 であ ることに気付 く。

⑦ 授業の工夫

ア 場面設定

授業 は、児童 の興味 ・関心 や

学習意欲 を高め るため、本学級

の補助員が 白雪姫 に扮 し、白雪

姫か らの 「こび との持 ち物 を探

して…」 という願 いに答え るよ

うなス トー リー性 のある場面 設

定に した。

イ 指導 の形態の工夫

一 領 一ゲ● 福 馨、

一斉指導、個別指導だ けでな く、一人あた りの活動量を増や し、 しか も、児童相互

が学 習活動を見合 い、学び合え るよ うに、 グループ(2人 組)に よる学習活動 も取 り

入れる ことに した。
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ウ 教材 ・教具の工夫

こびとの持 ち物 は、行事や生活単元学

習などとの関連を図 り、おにぎりや水筒

など身近な もの に した。 また、持 ち物 は、

児童が操作 しやすいよ うスチロール板で

作 った。

さ らに、教材 ・教具は、板書用の ほか

に2組 作成 して、 グループ学習で活用で

きるように した。

工 学習指導案の工夫

チ ームを組んでい る2名 の補助員 にも

教師 と児童 それぞれの動 きが分か るよう、

細鋸
ジ
駕

・
ぐ

、譲

へ

066期 」磯蝋

鞠 囎 泌 齢 農 妻

一人一人の児童の障害の状態や学習理解度 を考慮 した指導案の形式 にす るとともに
、

授業形態や教材の提示の方法を図や絵で ビジュアルに示 した。

以上の授業の工夫を、私たちが整理 した3点 の 目指 した い授業 と関連 させて、整理 したのが、

(図5)で あ る。

さらに、 これに加えて、指導段階表に基づいた 「3」 の指導 についての具体的な指導の進

め方(詳 細 はP28参 照)を 明確 に して、授業を行 った。

目指したい授業 研究授業での工夫

一人一人が主体性を

もって、楽 しく、

生き生きとして、

考え学ぶ授業

・興味 ・関心をひく場面設定(白 雪姫 とこびとたち)

・ス トー リー性をもたせた教材提示

・繰 り返 し学習することを楽 しめるような活動

・児童が持 って操作 しやすい教材 ・教具の作成

一 集団の中で学び合い、

助け合って、自らの課題を

解決 していける授業

・グループによる学習で互いの学習活動を見合い、全員で評

価する場の設定

●2人 ずっの小 グループに分かれて学習 したり、評価 し合っ

たりする指導の形態

・個 々の課題に合ったワークシー ト

実生活に結び付き、

定着 していくような

「生きる力}に

っながる授業

・おにぎりや水筒など身近な持ち物の教材化

●行事や生活単元学習などと関連する内容

・指導段階表に基づいた具体的な指導の展開

(詳細は、P28参 照)

図5研 究授業での工夫点
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⑧ 本時の展開

学習活動 A B C D

1.は じめ の 手本を真似 なが ら、 前を向いて、あいさ 話をやめて、静かに 姿勢をよくして、あ
あいさつを あいさっの言葉を言 っの言葉を聞 く。 あいさっの言葉を聞 い さ っの 言 葉 を 聞

す る。 う 。 く 。 く 。

2.こ び とと ・白雪姫 とこびとが登場す る様子に注目する。
お皿の中身 ・白雪 姫 のお願 いを聞 く。

に注 目する。 ・お皿 に よ って入 って い る もの の種 類が違 うことに気 付 く。

3.一 人 の児 友達が、前 に出て 友達が、前に出て 友達が、前に出て 前 に出て、小人 と
童が前に出 活動 している様子を 活動 している様子を 活動 している様子を 同 じ数の持 ち物を探
て、 こび と 見 る。 「いいで す か 見 る。 「いいで す か 見 る。 「い いです か す。 見付 け た ら、 こ

と同 じ数の ?」 という確認の問 ?」 という確認の問 ?」 という確認の問 びとと1対1対 応を
持ち物を見 いかけに言葉や身振 いか けに 「ま る」 の いかけに言葉や身振 して確かめ る。皆に
付 け る。 こ りで 答 え る。 身振 りで答える。 りで答 え る。 「いいで す か」 と尋

びとと1対 ね る 。

1対 応を し

同 じか どう

か確かめる。

4.2つ の グ AとBが 交代で、こびとと同 じ数の持 ち CとDが 交代で、 こびとと同 じ数の持 ち
ループに分 物を探す。見付 けた ら、 こびとと1対1対 物を探す。見付けたら、 こびとと1対1対
かれ て 、3 応を して確かめ、相手に合 っているかを尋 応を して確かめ、相手 に合 っているかを尋
の活動を机 ねる。 また、相手が選んだ持 ち物が合って ねる。また、相手が選んだ持 ち物が合 って
上で 行 う。 いるかを言葉や身振りで答える。 いるかを言葉や身振 りで答え る。

(AとB)(CとD)

5.グ ル ー プ 各 自が選んだ持 ち物をこびとに1対1対 各自が選んだ持ち物をこびとに1対1対
ごとに前に 応させて皆に見せ る0(Aは 、持 ち物の名 応 させて皆 に見せる。(Cは 、持 ち物の名

出て 、選 ん 前 も言 う)「 いいで すか?」 と尋 ね 、 「い 前 も言 う)「 い いです か?」 と尋 ね、 「い

だ持ち物を いです」の返事を もらった ら、持ち物をホ いです」の返事を もらった ら、持ち物をホ
発 表 す る。 ワイ トボー ド上の お皿 にのせ る。 ワイ トボ ー ド上 の お皿 にの せ る。

6.こ び と と 2番 目に前に出て 最初に前に出て、 3番 目に前に出て 4番 目に前に出て

持ち物の1 自分の グループが選 3の 活動でDが 選ん 自分の グループが選 1対1対 応で線結び

対1対 応 の んだ持 ち物をBに 続 だ持 ち物(お に ぎ んだ持ち物をAに 続 されたものと同 じ数

線結びをす いて1対1対 応の線 り)を こびとにっな いて1対1対 応の線 だけ タイルを選んで
る 。 結びをする。 げて1対1対 応の線 結 びをす る。 貼 る。

結 びをす る。

7.そ れ ぞれ

の3の 集 ま Tlが ○で囲んだ3の 集まりのそれぞれにっいて、数詞や指で答える。

りにつ いて

数詞や指で (数詞で言 うことがまだむずか しいBとDは 、指で表す)

答 え る。

8.ま とあ の 3の 集 まりの シールを見付け、3人 の こび とと1対1対 応の線結びを して貼る。終わ

ワ ー ク シ ー った ら、 自分 の フ ァイ ルに綴 じる。

トをす る。

9.終 わ りの 手本を真似なが ら、 前を向いて、あいさ 話をやめて静かにあ 姿勢をよ くして、あ
あいさつを あいさっの言葉を言 っの言葉を聞 く。 いさっの言葉を聞 い さっ の 言 葉 を 聞

す る。 う 。 く 。 く 。
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教 師 の 働 き か け

Tlは 、 あ い さつ の言 葉の 手本 を

示す 。

T2、T3は 、 白雪 姫 や こび と、

お皿 の 中身 に注 目す るよ う、 声 をか

け る。

Tlは 、Dが1対1対 応 を して 正

解 だ っ た ら、 「ぴ っ た り 同 じ だ

ね 」、 過 不 足 が あ っ た ら 「余 った

分が 取 り合 い にな っち ゃ うよ」 「こ

の こび とさんが泣 いて い るよ 」 と言

葉 をか け る。

T2とT3は 、 「い いです 」の 返

事 や 「ま る 」 の 身 振 りの 手 本 に な

る。

Tlは 、早 く終わ ったグループ

には新たな持 ち物を提示 して活動が

滞 らないようにする。T2とT3は

それぞれの グループに入 って活動を

促す。

Tlは 、各 自が選 んだ持 ち物 を

「白雪姫」の話に結び付けて楽 しい

雰囲気をつ くるよ うにす る。T2と

T3は 、担当の グループの発表を補

助 した り、 もう1つ のグループの発

表 に注 目す るよ う声をか けた りす

る。

Tlは 、1対1対 応で 線結 び され

た こびと と持 ち物 、 タイル に注 目 さ

せ 「どれ も、ぴ った り同 じだ ね 」 と

言葉 を か け る。

Tlは それぞれの3の 集まりを○

で囲む。T2とT3は 、児童 ととも

に数詞や指で表す。

シール貼 りと線結 びがずれ ないよ

うに補助す る。

Tlは 、あいさっの前 に本時の各

児童のがんば りを褒める。

授 業 の 形 態

一

8②瓢竃

回 回
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教 材 提 示
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○ ⑭(§)

纈鋳

⑭ ⑱

鱗
謙
=さ ん

Sん
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馳
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⑨ 指導の結果と課題

ね らい 指導段階表に基づいた指導の工夫 指 導 の 結 果

3人 の こびとと同 じ数の集まりを一度一

3 (1)「3」 か らの指 導 で見付けられ るようにな った。 それに伴
L 児 い、 以前 はで きなか った 「3」 だけ 、 も

O 数は、実在するものの集合の大 きさを表 童 のを取 った り、 シー ルを貼 った りす る課

が す ものである。そのため、 まず集合数の認 A 題 もで き るよ うにな った。

識を育て ることを基本とし、順序数は、そ

分 の後の指導 とす る。

②rl」 か ら導入すると、数えることが中

か 心 にな りやすい。そのため、集合数と して す ぐに、 「3」 の 集 ま りを見付 ける こ

直観 的 につ かめ る最大 の 数 といわ れ る とがで き、まとまりとして見 ることがで

る 「3」 か ら導 入 し、3つ の具 体物 を見 て 、 児 きた。数分で、学習課題を達成 して しま

3っ の ものが 集 ま った状態 を 「3・ さん 」 童 ったため、気持ちが向かわず、立 ち歩 い

ということが分かるよ うにす る。 B て し ま うこ とが 多か った。

③ 抽象概念であ る 「3」 が、一目で見て分

かる(数 えな くて もい くっか分か る)こ と

を 目 指 し な が ら 、 「3」 … 「2」 …rl」

「4」 … 「51の 順 で指 導 を進 め る。 学 習 を重 ねて い くうち、誤 って 「2」

の集まりを選んで しまった時 も、1対1

② 「3」 を まと ま りと して と らえ られ る 対応 を しなが ら 「あ っ」 と言 って1個 足

ようにす るための教材 ・教具の工夫 りないことに自分か ら気付 くようにな っ

た。 その後 、3人 の こび と と同 じ数 の集

①3つ の具体物を、よりまとまりと してと まりを一度で見付け られるよ うになって

らえやす くするために、同 じ素材、同 じ大 児 き た 。

きさ、同 じ色 、同 じ形 の ものを 用意 す る。
立

(同一条件での集合数) 里

②3つ の具体物 を箱に入れ る。 ただ、本単元の 目標の一つである 「そ

③ よ りまとまりとして とらえやす くす るた c れ らの ものの集まりが、共通の数詞や数

めに、透明の箱を伏せ る。(当 初、複数の 字で表され ることを知 る」にっいては、

箱にこびとの持 ち物を入れて、こびとと同 1対i対 応ができ、その都度、3個 の も

じ数の集ま りを選択させように した。 しか のを復唱しながら数えている段階で理解

し、 児童 は、 一箱 単位 で選 ぶ ので な く、箱 が不十分である。

の中の ものを1っ ずつっまんで、 こびとと

対応 させて しまった。 そこで、箱を透明に

し、 これ を伏 せ る こ とによ って、 箱 ご との 3人 の こびとと同 じ数の集まりを見付

ものの集 まりを意識 して、こびとと同 じ数 け るの は、 まだ 不確実 で あ る。(Dは 、

の集 まりを見付け られる

圃 ようにした・

興 →,響
、 ＼

以前か ら、 ものを数えて数字 とマ ッチン

グした り、数字や数図を見て、指で正 し

く表 したりできるので、一見、理解がで

きているよ うに思われた。 しか し、決め

られ たパ ター ンの中だ けの理解 であ っ

て、今回の授業研究により、 「ものの集
1個1個 マ ッチ ング 箱ごとに選び、数の まりとしての数」の理解が不十分である
してしまう。 とまりとしてとらえる。 児 こ とが 明 らか にな った。)

富
里

(3)り ん ごが3こ で も 「3」 、 鉛 筆が3

本で も 「3」 など、どんな具体物で も D 一方、今回の学習を積み重ねてい く中
「3」 と呼ぶ ことの理解を促す工夫 で、以前はで きなかった 「指示 された数

だ け、 ものを取 る」 とい う課題 が 、 自分

① いろいろな具体物を用意する。 か ら3本 の指を出 して正 しくで きること

② は じめは、 「さん」 という数詞を使わ が 増 え て きた。 「もの 」 「数 詞(指)」

ず 、 「これ と同 じ」 「ぴ った り」 な どの こ 「数字 」の三者関係の理解が進んだため

とば を使 う。 と思 われ る。

③ 「同 じ」 「ぴ った り」 の集 合数 が分 か っ

た後でrさ ん」という数詞を指導する。

④ 単位(～ 本 、～ 個)は 付 けな い。

一28一



今 後 の 課 題

輯

瞬

今回の指導で成果が現れたので、今

後 は、指導段階表に従 って学習を進め

ていきたい。

グループ学習の時間であっても、B

の実態を踏 まえた個別の教材 ・教具等

(Bの 学習 レベルに合 った もの、Bが

集中 しやすい教材 ・教具や課題)を 用

意 して、学習を進めて いく必要が あ

る。その際、授業の終わりにBと 他の

児童 のそれぞれの学習内容 を知 らせ

て、互いに認め合 う場をつくるように

していきたい。

(2)仮 説の検証

① 指導段 階表 に基づ いたスモールステ ップの指

導 は児童AとCに は有効であ ることが明 らか に

なった。

ところが、 自閉的傾向のあ る児童BとDは 、

理解の程度が段階的な ものではな く、突出 した

ものがあ った り、偏 りが見 られた りした。 その

ため、 これ に応 じた具体的な指導の在 り方の検

討が課題 とな った。

② これまで、 ともす ると軽 く考えが ちであ った

数の基礎概念の系統性を、細か く段階表 として

整理で きたことにより、児童 ・生徒のっまず き

の状態や学習到達度が把握 しやす くな り、今後

の指導の見通 しが もて るよ うにな った。

⇒

今回の指導で一定の成果が現れたの

で、今後は、指導段階表に従って、学

習を進めていきたい。

今後 、 「2」 の学習 に進み なが ら

も、左記の目標の理解を促 しなが ら指

導 していきたい。

ある一定のパターンの中での認識が

得意であるなどの自閉的傾向のあるD

の特性を踏まえた上で、それを生かす

よ うな、あるいは、逆 にパ ター ンから

抜け出 しやすいような教材や指導方法

を工夫 していきたい。 また、特にDの

場合、有用感のある課題設定が必要 と

思われ る。

IV研 究の ま とめ

画
指導段階表のよ り高次な段階が先に
できるようになったが、Dの 実態に応

じて、指導段階の順番 にこだわらず、

学習を進めてい くことも考えられる。

ただ し、まだ理解で きていない前段

階の課題(Dの 場合は、 「同 じ数のな
かまを直観的に見付 ける」)も 、その

時々に、随時取 り上げて指導 していく
よ うにす る こと も重要であ ると考え

る。

研究を通 して、数 の基礎 概念を いかに形成 し、定

着 してい くことが重要であ るかを痛感 した。数の基

礎概念 は、遊 びや 日常生活の中で形成 されてい く部

分が多い。 しか し、障害のあ る児童 ・生徒 は、障害

に基づ く経験不足等 により、 これ らの概念が形成 し

に くい。 そのため、教師や保護者が これを理解 し、

意図的、計画的に遊 びを教 えた り、 日常生活での活

動場面を設定 した りす ることが重要であ る。例えば、

お もち ゃ遊 びを通 して、視覚 だけでな く触覚、つま

り触 って量感 と して数の基礎概念を とらえるなどが、

これに当たる。また、一見、算数 ・数学 の授業 とは

無関係に思われ る日常生活 の中に も、数の基礎概念

の習得 にかかわ る内容 は多 く含 まれてい る。例えば、

自分の ロッカーや席、 トイ レの場所等が分か る。 自

分の茶碗や は しを、その図柄や大小関係で弁別 した

り、衣服を分類整理 した りするなど様 々な ものがあ

る。

私たちは、 これか らも、児童 ・生徒 が、数を取 り

扱 う経験を より豊か に膨 らませ るような活動を工夫

し、生活の中に生かせ る数 へ とっなげ る授業を 目指

してい きたい。指導 におけ る課題 は、まだ多 いが、

今後 も家庭 との連携 を密に図 り、学校 と家庭での取

組が一体感 を伴 うよ うに して、 「分か って使え る」、

そ して、それが実生活 にも使 える算数 ・数学の指導

であ るよ うに していきたい と思 う。
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(資料)
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① ものを 見つけ る(物 の個別化)～ 特定 の もの に着 目す ることがで きる。～

指 導 段 階 教材および活動例 留 意 事 項

●もの のあ るなしが

分か る
●隠 された もの を目

で邉 う
●もの を指差す

言葉(語 い、発問 、応答)

*宝 探し遊び(目 の前で隠されたものを探
す)
*注 視や追視の力を育てる遊び
●玉入れ、 リング刺 し、ベグ刺し(っ かむ
一放すという手の動きの追視)
・身近にあるものや人の名を聞いて指差

す。

*教 具を使ったり、具体物を

撮作したりすることなどに
興味をもち、自分の手足や
身体を使って活動できるよ
うに確実に児童の感覚に訴
えるよう配慮する。

*感 覚 に訴 えるため に次 のよ うな工

夫 をす る。

(IE大 きな動 作を加え て賞賛す る。
(2!正 しく操 作で きたら、音や光 を

出す。 … など

② 同 じ、違 う(も のの弁別)～ 身近 にある もの を、あ る特 徴に よって弁別 し、同 じ、違 うが分 かる。～

1.色 や形、大 きさな

どによ る弁 別がで
きる

単一要素での弁別

複数要素を含むも
のの弁別

2用 途や姓質による
弁別ができる

「色 ・形 の弁別 」
*積 み木 などを 見て、同 じものを持 って く

る。
*積 み 木やカ ラーボー ルなどで、 同 じ色の

もの を選ぶ。
*丸 、三 角な どの形か ら、見本 と同 じ形を

選ぶ。
*身 近 にあ る果物 な どの絵 カー ドで、絵合

わせ をす る。
*身 近 にあ る時 計、鉛筆 、靴な どの裏返 さ

れ た絵 カー ドで、絵合 わせをす る。
*型 はめ遊び
*ト ラ ンプの 「ばばぬ き」
*ト ラ ンプの 「神経褒弱 」
「大 きさな どの弁別」

*乗 物 、動物 などの大小 の玩具 または絵 カ
ー ドか ら、同 じ大 きさの もの を選ぶ。

*長 短 の棒、 ひ もな どか ら、同 じ長さの も
の を選ぶ。
*高 低の塔、家 の玩具 などか ら、同 じ高 さ

の ものを選ぶ 。
*太 い細い鉛 筆な どか ら同 じ太 さの ものを

選 ぶ。
*軽 重 の お も りか ら同 じ重 さの ものを 選

ぶ 。
*お さ らに盛 られ た多少の砂糖 な どか ら、

同 じ多 さの ものを選 ぶ。

*食 べて いる様子の絵 カ ー ドを見て 、い く

っかの絵 カー ドの 中か ら食 べ る時 に使 う

ものを選ぶ 。
*空 の写真 や絵 カー ドの上 に、鳥の写 真の

切 り抜 きや絵 カー ドを置 く。

〈日常生活など〉

*自 分の衣 服が分 か り、襲 表や前後が 分か

る。
*横 断 歩 遭 のゼ ブ ラの 領域 が分 か って渡

る。
」*信 号 の色区別が で きる。(登 下校 中)

*ロ ッカーや下駄 箱、持 ち物 な どに貼 られ

た シールやマ ークを見 て、整理す る場所
や 自分 の持 ち物 が分か る。
*買 い物 に空 き箱 を持 うてい き、同 じもの

を選ぶ 。
*自 分 のマー クと同 じマ ークの場所 に移動

す る。
*ト イ レの男女 の標議が 分か る。

*自 動販 売機で ものに対 応 して ボタ ンを押

す。
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〈初朗の発閤と教材提示例〉

Ill赤 、膏の色妊を 、それぞれ 「こ
れは 、赤です よ」 「これは青 です

よ」 と話 しかけ て、子ど もの前に
置 く。
121子 ど もの前 に置 いた もの と同 じ

赤い 色紙 を出 して、 「赤は どれで
すか」 と話 しか け、子 どもの前に
あ る赤 い色維を指 さすよ う促 す。
(3!子 ど もの指 した色紙 と、指導 者
の持 ってい る色紙 を並べて 、 「こ

れは 、赤です。 これ も、赤 です。
これ とこれは同 じです」 と言 うσ

〔4)教 鯵を提示す る際には名称 をは
っきり言 うように し、色や 形とそ
の名 前(赤.青 、黄、丸 、三角、

四角 等)と が結 び付 くように して
い く。

151初 期の指導 は、以下の4っ の発

問を 基本型 として進め る。①
c～'・ ・ か ら始

られて も、
るよ うにし、

③ 「～'ざ い

め、 このroい かけに れた ら、

②fYく ～ ・ ・ と問いかけ
し示す ことがで き

られて も、 ものを
うに し、

④ 「～ せ

と問いかけ
し出せるよ

層だ い

と問 いかけられて も、 ものを
げて見 せることがで き るよ うに
す る。

い

発
問

応
答

(数 愚概念に関す る もの)

同 じ、ちが う、大 きい、小 さい
長い 、短い、高 い、低い、
太 い、細 い、重 い、軽い、
い っぱ い、 少 し、

多 い、少ない

●同 じですか

●ちが いますか

●同 じです ●同 じ
●ちがい ます ●ちが う

③ なかま集め(分 類)～ なかまを ある条件 に基づいて 分けた り、集め たりで きる。 ～

1.色 、形、大 きさ

等 の容易 な条 件に着
目 してなか ま集めが
で きる

条
集

9

一
ま
単
か
ど
な

る

な
る
き

形
よ

で

、
に
が

色
件
め

複数条件によるな
かま集めができる

*形 や大きさが全く同 じで色だけが異なる
色板を同じ色同±に分ける。
*色 や大きさが全く同 じで形だけが異なる
色板を同じ形同士に分ける。
*い ろいろな動物玩具から同じ動物を集め
る。

*色 も形 も、大 きさも異な る色板を、同 じ

色同士あ るいは同 じ形同士 に分け る。
*赤 、青、黄 、緑、 黒な どの 色を した乗 物

や動物 などの玩具か 絵の切 り抜 きの 中か

ら、同 じ色 の もの を、形 はどんな形 の も
ので も集 める。

*「 なか まの集 ま り」 は、等

質 の ものが集 ま って ひとか
たま りになることが前 提に

あ り、 その等 質 となる基準
は 「色」 「形」 「性質 」な
ど様 々である。その ため、

集め る観点 を明確に して、
1つ1つ 丁 寧に指導 し、そ
の過程 の中でfな か ま」 と

い う言葉 の概念を養 う こと
が大切 である。

*数 は、 ものの集 まりに付け
た名前 なので、 「なか ま集

め」 は、数を正 しく理解す
る土台 である ことを認 識 し

て指導 す ること。

*こ こでは、数が い くつかを

語
い

なかま、 ともだち、 なかよ し

あつめ る、 なかまあっ め、
まとめ る、 かこむ、 わけ る、
みんな

■名詞+を+集 め ま しょう

(集 めよ う)
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言わせるのが目的ではない (集 めな さい)

2.用 途 や性質な ど抽 *乗 物を 「道路を走る乗物」と 「空を飛ぶ ので、 くれ ぐれ も行 き過 ぎ 発 ・形容詞+の を+集 めま しょう
一 象概念によるなかま 『 乗物 」 に分けた り、文房貝を 「切 るため のな いようにす ること。 ●形容詞+名 詞+を+禦 め ま し

集めができる の文房 具コ、 「書 くための 文房 具」 に分 よ う

*な かま集めの活動の順序はける。 ●～の なかま あっ まれ

・なんの なか まです か

3.大 き くなか まを く

次 のよ うに進め る。

田 実際 に体を動 か して 、 ・どん ななか まが で きましたか

一 くったり、分けて そ なか まを作 る。 問 ●なか まに分け ま しょう

れそれのなかまにす (2)具 体物を分類 してなか ●なか まをま とめま しょう

る まを作 る。 ●なか まをか こみ ま しょう

13)絵 カー ドを使 って なか

まを作 る。 ・名詞+を+渠 めま した(集 め

上位概念にま *「 猫の なか ま」 「犬の なかま」を大 きい (41プ リン トの絵 を手で囲 た)

んだ り、色を塗 った り、 ・形容詞+の を+集 めましたとめた り、下 一 集 まりに して 「動 物のなか ま」に したり

位概念に区分 「くだ ものの なか ま」を 「りん ご」 「み 線で囲んだりしてなかま 応 ●形容詞+名 詞+を+集 めまし

した りす る かん」 などに分 ける。 を作 る。 た
●～ のなかまを集 め ました

*具 体物 は、形 に して も色に ●～の なか まが でき ました

4,あ る条件Aと 、そ *い ろ いろな乗物 、動物、花 な どの玩 具の して も、見 るか らに違 いの 答 ・～ と～のなか まに分け ま した
一 の条件をもたないも 中か ら 「乗物 」と 「そ うでない もの」に は っき りして いる もの を用 ●～ のなか まにまとめ ま した

の(noneA)に よ る 分け る。 い るよ うに し、 互いに 区別 ・～ のなか まを かこみ ま した

しに くい もの(例=野 菜 と ●み んな～のなか まです分類ができる
果物)は 遊 ける。

〈日常生活など〉
*具 体物 について 、その属性

事所定 の位置 に連 絡帳を提 出 したり、 ロッ ・重量 感 ・冷 たさ ・角 ば り

カ ーにかばん を しまったりす る。 ・丸 さなどを、 手に とうて

*お もちゃや道具など遊んだものや使った とらえるよ うにす ること も

ものを決められた場所に整理し入れる。 重要 であ る。

寧給食の食器を種類別に整理して片付ける
*少 人 数の クラスでは 、実際*洗 濯物 を 自分 や家族の タ ンス に しま う。

*ク ラス ごとに集ま る。(学 級活動 等) に体を動かして 「なかま集
*紅 組 、白組 に分かれて ゲームを する。 め 」をす ることが難 しいの

(体 育) で、全学部合同の特別活動
*「 あ」のっ く言葉を集 める。(国 語) の時間などを設けて、集合
*畑 で とれた さつまい もを、大 きさで分け ゲームを企画 す ること も必

る。(生 活科、生 活単元)
*フ ルーツバ スケ ッ ト(特 別活動)

要 であ る。

④ 集 まりの大 きさ比 べ(1対1対 応)(数 の保存性)～1対1対 応 により同等、 多少がわ か 一 さらに数の保 存の概念 の基礎を 身に付け る。 ～

1.対 に なる ものが分 *ば らば らに置かれ た靴 か ら、正 しく対を *1対1対 応 は、 もの の もつ 同 じ、多い、少 ない、
一 かる 作る。 一 量の大 きい、小 さいとか、

色、働 き等 の側面 を取 り除

語 ち ょうど、
あま る、た りない、比 べる、

き、 どん な大 きさの もので い 線 、むすぶ 、つな ぐ、数 、
タイルも1は1と して同 等に見 る

*分 割 した絵 カー ドを組 み合わ せた り、型 こ とや、山 のよ うに積み上

Gi+bを す る。 げ られて いて も、平面 に並 ●～ と～を比べ まし ょう

べ られて いて も、それ らの ●～を ならべ ましょ う

2.組 になる ものが分

*身 近な生活用品などから一緒に使うもの

を選ぶ。 こ とに関係 な く、数 を1ず ●(同 じものを)線 でつな ぎま

一 かる 『 つ結 び付 けて いき、多 い少 しょう(結 び ま しょう)
■ コー ヒ ー カ ッ プ と ス プ ー ン ないの意味が分かるように 発 ●同 じですか

●机 といす する学習である。この学習 ●多いで すか、少 ないですか

●ナイ フとフ#一 ク が数詞や数字に抽象化 して ・～ と～はど ちらの方が多 いで

●ち ゃわん とは し い く基 にな り、 また 「ひと すか
●ケーキ とおさ ら 「ふたつ」 と数え られ .～ と～はどち らの方が少 ないつ 」

3.1対1対 応 によ り ・タオ ルと石鹸 … な ど る個数を間題とする分離量
の基礎となる。

ですか
一 同 じ、多い、少 ない ●あ まりますか 、あ まりません

が分かる *こ の段階 では 、あ る観点 に 問 か、 た ります か、た りません

したが って 「なか ま集 め」 か
をし、数とは無関係に1対 ●～ と～ の数を比 べ ましょう

対応の必然性 ● コ ー ヒー カ ッ プ と ス プ ー ン 1対 応 をす る。 その ため、 ・～ と～を比べ ま した

のある異種の ・牛乳 びん とふ た 「いち、に、 さん…」 など
一 ものの1対i ●どん ぐりとへ た の数詞は不必要である。 ●～ をな らべ ま しf_

対応 ●鉛筆 とキ ャ ップ など *始 めは必ず日常生活の中で

必然的に対応するものから

・線 でつな ぎま した

●線 でむすび ま しr

導入 す る。 応 ・同 じです
●多 いです

対応の必然性 ・本 とノー ト ●は さみ との り など

*始 めか ら花 びんに花1本 だ

.け のよ うに 日常 生活 では、 ●少 ないです

のやや弱い異 (「～ と～の数 を比 べ ま しょう」 と、 丁奪 あま り見 られな いよ うな も ・～と～は ち ょうど同 じです

一 種 の ものの1 に指 示す る。) のを取り上げると子どもの ●～と～は一 の方が 多いです

.～ と～は ～の方が少 ないです対1対 応 思考を混乱させて しまう。
*単 に プリン トで線結 びをす ●あま ります

丁 るだけですませるのではな 答 ●あま りません

対琳の必然性 ・りん ごとみかん く、集め る、見て 比べ る、 ●た ります
一 の ない ものの 皿 ●キ ャラ メルとあめ 並べて比べる等、具体物を ●た りません

i対1対 応 ・くま とうさぎ など 使 って実際に操作 し、活動 ●～の数は ～の数 より～です

のおもしろさを体験できる
よ うに工夫 す る。

*同 種だが色の違うものの対応 *始 めか ら、整然 と並んだ も

●赤 いおは じきと青いおは じき のを比べ るので はな く、ば
・黒い碁石と白い碁石 らば らな ものを提 示 して 、

同種の2つ の ・赤い花と黄色い花 比べやすい並べ方を子ども
『 集合の1対1 *大 きさの違う同種のものの対応 たち自身が発見できるよう

対応 ●大 きいまん じゅうと小 さいまん じ ゅう な活動を工夫する。
Oバ レーボ ールと野球の ボール・

*質 も色 も同じだが形の違うものの対応
●三角の色ほと四角の色紙

4.一 度 確 認 さ れ た ●おはじきの赤5個 と青5個 *こ の段階の子 ど もは 、 「置

ものの集まりの多少 〈活動の段階〉 き方 によ って 多い、少 ない
一 は、 いろい ろに動 か

して も変わ らない こ

とが 分か る

(数 の保存性)

1111対i対 応 を して、 どち らも同 じであ

ることを確認 する。

② 一 方のお は じき青の並 べ方を変 え る。

(青 のす きまを広げ、横 に長 くなるよ う

に置 く)

が混 乱す る」 「順序を 入れ

替 えた り、並 べ方を変 える

と数 が変わ ると思 う」 など

の誤 った思考 をす ることが

多 い。その ため、 これ らの

発

問

●～ と～は同 じ数ですか

・～ と～は違 う数ですか

・～ と～は どっちが多 いですか

●～と一13ど っちが少 ないです

i 131ど ち らが多 いか、お は じきは増 えたか 思考の混乱を取り除くよう か
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などと尋ね る。

(4)お は じきの数 が変わ ったか どうかを確

かめ るため に、再び、1対1対 応 を して

数 は変わ って いない ことに気付か せる。

(同 じ)

IS)逆 の赤を広 げて置 く比べ 方で も同 じで

あ ることを確か め る。

〔61青 のおは じきを1個 取 り除いて 、赤の

おは じきと同 じ広 が りになるよ うに並べ

て考 えさせi対1対 応 させてみ る。

(多 い、少 ない)

(71こ の逆の一方 に付け加 える場合 もや っ

てみ る。

(81並 べ る位置を 変え るだ けでな く、並べ

る順序 も変えて比 較 させ る。

に、段階的に指導 す る。

*同 一 の形の もの で比較 した

後 は、形の違 う2種 の もの

を用 いて比較す る。～の タ

イルと～の タイル等、言葉

を統 一 して聞 くこと。お お
い、いっぱい、 た くさん等

の言 葉を併用 しない こと。

応

答

●～と～は、 同 じ数で す

■～と～は 、違 う数 です
・～ と～は、 ～が多 いで す

●～ と～は、 ～が少 ないです一

集合の状態が
整然となって
いるものと雑

然となってい

るものの比較

一

集合の状態が
雑然となって
いるもの同士
の比較

*直 観 的に判断 させるのでは

なく、わけが、 きちん と分

か るようにす る。

*前 段階 と して、A二B、B
竃Cな らばA=Cが 理解

で きるよ うに動か せる もの

で確認 する。

(AとCを1対1対 応 して

数が 同 じであ ることを確認

す る。
みかん=タ イル

リンゴ=タ イル ならば、

みかん と リンゴは同 じ数)
*比 較 の時は、同数の ものを

用 いて、まずは同 じであ る
ことが理解 で きるようにす

る(AとCど ち らが 多い ・

少 ないはや らな い)。

発

問

●aとBは 同 じ数 です

BとCは 同 じ数です

CとAを 比べ てみ ましょう

1対1対 応を しま しょう

AとBは 同 じ数です

BとCは 同 じ数 です

では 、AとCは 同 じ数で すか

*教 室 には持 って こ られ ない ものを代 わ り

にな る もの(タ イルな ど)で1対1対 応

す る。

●音楽 室のオル ガ ンと子 ど もの数

・飼育小 屋の うさぎ とにわ と りの数

一

5,動 かす ことので き

ない ものの対応

(推移 率)

応
答

・AとBは 同 じ数 です

BとCは 同 じ数 です

だか ら、

AとCは 同 じ数 です
*3っ 以 上の集 まりの中か ら、同 じ数 のな

か まを 見付け る。

<活 動 の段階>

m黒 板 に貼 られ たいろ いろな切 り絵 を同

じもの のなか まで 並べ る。(必 ず タイル

を含め る)
チュー リップの絵a

おは じき6

どん ぐりの絵4

くまの絵5

タイル4

〔2}1対1対 応を して同 じ数 のなか まを見

付け る。
「チュー リップ'と どん ぐりとタイル

同 じ数 のなか ま」
(31身 の回 りの もの の中か ら同 じ数の もの

を見付 けた り、同 じ数だ けプ リン トの絵

に色を塗 る。

1

一

6.色 、形、大 きさ、

異質 同質 にか かわ ら

ず に、 「数」 に着目
し1対i対 応 を して

「同 じ数の なか ま」

で ある ことが分 か る

(数 の類 別)

*こ れ までの活動は 、あ る観

点 にしたが って 「なか ま集
め」を したが、 ここでは、

色、形 、質など と関係 な く

3っ 以上 の ものを1対1対

応 して 「数 」に着 目 し、同

じ数の なかまを集め る。

(数 の類 別)
*こ の 「数 の類別」が 、同 じ

数詞や 同 じ数宇で表 す こと

がで きるとい う数へ の抽象

の第一歩 となる。
*「 同 じ数 のなか ま」の中に

は タイルを必ず含む よ うに

す る。
*タ イルを 仲立ちに して 「数

の類別」 ができ るようにす

る。

結
い
同じ数のなかま
なかまはずれ

発

問

●同 じ数 の ものを 見つけ ましょ

う
■同 じ数 の ものは なんですか

●同 じ数 の ものを言 いま しょう

■同 じ数 だけ色を ぬ りま しょう

応

答

●～ と～ と～は同 じ数です

●～ と～ と～は同 じ数だか ら同

じ数の なか まです
●AはBよ り多 い(少 ない)

です

BはCよ り多 い(少 ない)

です

だか ら、AはCよ り多い

(少 ない)で す

〈日常生活など〉

*自 分の靴 をそろえ て自分の下駄 箱 に入 れ

る。
*帽 子を帽 子かけ に掛 け る。

「*か ばんを 自分の ロ ッカーに入 れ る。

*連 絡帳を教 卓の箱 の中に入れ る。

*プ リン トを一人 に1枚 ずつ配 る。

*紅 白玉入 れで、勝 ち負けを決 め る。

*い す とりゲーム

*ト ラ ンプの戦争ゲ ーム(互 いにカ ー ドを

出 し合 い、多い方が 勝ちで、相 手の カー

ドを もらえる。)

⑤5ま での数(集 合数)～ 形や質などが全く違うものを、1対1で 対応 して同 じ数と認め、半具体物(タ イル)に 置き換えて共通化し、共通の
言棄である数詞や共通の記号である数字に結び付ける。～

1.・3・ ・分・ ・

ヨ

*樂 合数 「3」 の意味 は、実

在す るものの集合の大 きさ

を表 して いる。その ため、

まず集合数 の認鐵を育 てる
こ とを基 本と し、順序 数は

その後の指導 とす る。
*「1」 か ら導入す ると、数

え ることが 中心にな りやす

い。 そこで 、集合数 と して

直観的 にっ かめ る数 といわ

れ る 「3」 から導入 し、
「3」 … 「2」 … 「1Jの

順 で進め る。

*1～5ま で の数の指導 は次

のよ うな過程 で行 う。

(U集 合作 りをす る。

〔2}1対1対 応で同 じ数の

なか まを 見付け る。

〔3)タ イルを基準 として、

数詞、数字 を教え る

141ノ ー ト又はカー ドに指

定 した数 だけ絵を描 いた

り、 も のを 並 べ た りす

る。

f51数 字 の書き方の練習

〔6〕 タイルの描き方の練 習

17〕 プ リン トを使 って 、 も

の、 タイル、数詞、 数

字の結 び付 きを図 る。

*絵 カー ド、タイルで 、なか まを作 る。

タイル3む しの絵3

さか なの絵3な す の絵5

りん ごの絵4

なかま集めをする

*上 の教材 でi対1対 応 を して 「タイ ル」

「さか な」 「む し」が 、同 じ数 のなか ま

であ ることが 分か る。

*活 動の繰 り返 しの中 で、3つ の なか まを

直観的に見取 る。

1対1対 応を して

同 じ 「3つ 」の な
か まを見付け る

『

一

一

一

「3っ 」のなか ま

を直観 的に見付 け

る

一
*絵 カー ドは裏返す と正 方形の タイル にな

る もの
*筆 順の分か る数字練習 プ リン ト

〈活動の段 階 〉

(11タ イル3個 と同 じ数 の もの は 「さん」

とい う 共通 な名前が つ くことを知 り、

自分の得意 なコ ミュニケー シ ョン手段 で

表現す る。

〔21「 さん」 は 「3」 と書 くことを知 る。

13)絵 カー ドを見て 「～が、3」 の言 い方

の練習す る。

141実 物 の タ イル と同 じ大 きさ(一 辺2

cm)に 切 ったカー ド3枚 に好 きな絵を描

いて絵カ ー ドを作 り、どんな絵 の 「3」

を作 ったか 発表す る。

〔5)数 字の書 き方の練習 をす る。

数詞 「さん」数字
「3」 が分か る ・

語

い

数の ことば、数字

いち、 に、さん、 よん、

し、 ご、

ひ とっ 、ふたっ、 み っっ、

よ っつ 、いつつ
～個、 い くつ、ば ら、
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タイルの並べ方 を

かえ て も 「3」 で

あ ることが分か る

3の タイルを描 く

三者関 係が分か る

(タ イル、数詞 、

数字)

2.「2」 が 分 か る。

3.r1」 が 分 か る 。

4.「4」 が 分 か る 。

「3」 と 「4」 の

大きさを比べる

数 詞 の 「よん 」
「し 」、 数 字 の

「4」 が分か る

タイルの並べ方 を

かえ て も 「3」 で

あ るこ とが分 かる

4の タイルを描 く

三者関係が分かる

(タイル数詞、数
字)

5.「5Jが 分 か る 。

6.「0」 が 分 か る 。

7.1～5ま で の三者

関係 のま とめ

*口 〔]口で も、ロ ロ ロ で も、口 口 口

で も、口〔】 口で も、 「3」 で あること

が分か る。

(知 らず知 らずに 、3は1と1と1、3は

1と2な どのよ うに数構成 に触れて い く)

〈活動 の段階 〉

〔u3っ の タイ ルを いろ いろに並べ る。

〔2)一 番や さ しく描 ける並べ 方を見 っけ る

(3)ノ ー トなどで タイルの描 き方の練 習を

する。

*「 もの」 の代表 と しての タイル と数 詞、

数字を1つ に結 びつけ る。
〈活動の段 階 〉

ω タイ ルを見て、 言葉で言 い、数字 を書

く。

〔2)数 字を 見て、 タイルを書 き、言葉 で言

う。

131言 藁(数 詞)を 聞いた り、見 たり して

タイルを描 き、数字 を書 く。

〈日常生活など〉

・*3人 の友達 に箱 に用意 したスプ ー ンを取

って きて渡す。

*3の か たま り ・2の かた ま り ・4の かた

ま り等の 中か ら、3の か たま りを選 ぶ。

*「3」 の活 動に準 ずる。

*「 数 詞」にっいて は、 「数

の ことば」と いう表現 を用

い る。

*「 タイルの並べ方を かえて

も…」の指導で、数 の構成

に触 れるが、 ここでは 「3

は2と1」 な どの ように、

数の 合成 ・分解を言 葉で表

現 させるこ とが 目的では な

い。 直観的に数が 分か るこ

とを 目的とす る。

*「 タイルを描 く」 では、始

め はノー トな どの 「ます 」

を利 用 して、 フ リーハ ン ド

で借 き、大 きさが違 うこと

を気 付きよ うにす る。 また

まとめて長方形 を描 いてか

ら、中に区分の線 を入れ

るとい う方法は避 け、1つ

1つ 描 くよ うにする。

*タ イルの描 き方 は、下の よ

うに正 しく描か せる。

● 「1」 の タイル

1 [
● 「2」 の タイル

*「3」 の 活動 に準 ずる。

ロb

口

日

発

問

応

答

ば らば ら、 くっつ く、ば ら

タイル、 くっっ きタイル

■いくっですか?

●い くっあ ります か

●この数 はい くっ ですか

■数の ことばで 言い ましょ う

●数の ことばを 書き ましょう

●数を読 み ましょ う

■数字 を書 きま しょう

■タイルを並べ ま しょう

■タイルを箔 きま しょう

●タイルの数を数 字で書 きま し

ょう
●タイルの数を数 の ことばで言

いま しょう

.数 だ け タイルを書 きま しょう

■数字 の数だ けタイルを 摘きま

しょう
■数の ことばを数 字 になお しま

しょう

●数 は～です

●数の ことば は～です

●数字 で～ と書 きま した

●タイルを～並 べ ました

●～の タ イルを描 きました

〈活動 の段階 〉

(11提 示 された タイル3を 見 て数を 言 う。

(2!提 示 された タイル4を 見 る。

(31一 対一対 応を して、 タイル4は タイル

3よ り1多 い ことが分か る。

*「3」 の 活動 に準 ずる。

*「3」 の活 動に準 ずる。

*「3」 の活 動に準 ずる。

*「3」 の 活動に準 ずる。

*「4」 の 活動に準 ずる。

*お 皿の上 に リンゴを3個 のせて おいて1

っずっ取 って い く。全部取 り終わ って何

もな い状 態を 「ゼロ」 と言 うことが分か

る。

*「 ゼ ロJは 「0」 と書 くことが分 か る。

*「0」 の数字の書 き方を練 習す る。

*4以 上の数に なる と、具体

物 で もタイルで も一 目で見

分 けられな いと言われて い

る。 そのため、 こ こでの
「4」 「5」 の指 導は丁寧

に行 う。

*「4」 は 「3」 を 土台に し

て 、 「3よ り1多 い」 こと

を指 導 し、 「5」 は 「4」

を土 台に して、 「4よ り1

多 い」こ とを指導 す る。
*「 し」は、 「に」 と同 口形

で 、音 も似て いるため聞 き

取 りに くい。 そこで、rよ

ん 」を使 うて話 しか けるよ

うにする。
*「4」 を一筆書 きで書 いた

り、 「5」 を鏡 文字で書 い

たりする ことが ない ように

筆順 指導は しっか り行 う。

*直 積表の例

*直 積表 に、絵 カー ドや数字 カ ー ドを置 い

た り、絵 や数字 、タイ ルなどを か く。
*神 経衰弱 ゲー ム

(llタ イル図カ ー ド、絵 カー ド、言 葉の カ
ー ド、 数字 カー ドを、 全部ば らば らに

伏せて お く。

121順 番 を決めて2回 め くり、数が 合 って

いた ら、 もらえ る。

......

1
一
;↑

';
・…

監

じ

…こ

と

ば

…

*5並 ベ ゲーム

ea 陵 絵 カ ー ド

国 国 回 図 国 辮 ・一ド

団

回[コ 回 囲

タイ ルカ ー ド

数 詞 カー ド

〈日常生 活 など〉

*人 数を数 えた り、 食器の配 布、プ リン トの配

布、学用 品の整理 などで数 を数え る。

*カ レンダーを読 む。 時計を読 む。

*種 の数 、発芽 ・開 花の数を数 え る。

(生 活科 、生活単 元学習)
*飼 って いる魚や動物 の数を数 え る。

(生 活科 、生活 単元学習)
*点 呼、野 球な どの得点比べ 、体育 の号令、 マ

ラ ソンの週 数、 なわとびの回 数、体 育用具の

点検 ・整 理な ど。(体 育)
*は さみ 、の りな どの図工用 具の点検 ・配布 ・

整理。(図 工)
*リ ズ ムを数え る。 数字の歌 を歌 う。 音符や休

符の数。 学期の点 検 ・配布 ・整理。

(音 楽)
*工 具 や材 料の数を 数え る。(作 業学 習)

*カ ルタ、ボ ー リング、 トラ ンプ 、輪 投げ 、す

ごろ く、鬼遊 びなどで数を 数え る。

(算 数 ・数 学、特別 活勤、生 活単元学 習)

〈参考文献 〉
「さんすう☆指導書」 文部省
「発達に遅れのある子どもの算数 ・数学 数と数賃編」 学研
「楽しく分かる算数1年 の授業」 あゆみ出版 … ほか
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一人一人が生き生きと活動する指導の在 り方

「人 とかかわる力」を育てる指導の工夫 一

研究の概要

本分科会 の研究員が担 当す る児童 ・生徒の共通の課題 は、rr人 とかかわ る力』を育 て

る」 とい うことで あった。

研究を進 めるに当た り、 まず、 「人 とかか わる力」 とは何かを確認 し、 これ を育て るた

めの指導の観点を4点 に整理 した。

次 に、 これ らの観点 に基づいて指導 内容 ・方法の工夫 を検討 し、授業研究1及 び授業研

究IIを 行 った。その結果、下の①～④の指導の観点 にっいて以下の ことが明 らかにな った。

① 児童 ・生徒同士 のかかわ り

児童 ・生徒同士が教え合 い、協力 し合え るよ うな場面設定を工夫す ることで、仕事

の分担や協力等のかかわ りを もて るよ うにな った。

② 教師 とのかかわ り

教師が、児童 ・生徒 の様子や気持ちの変化を見逃 さず、タイ ミング良 く声かけす る

ことによって、児童 ・生徒が 自 ら教師に思 いを伝え ることが見 られた。

③ 自主的な活動

児童 ・生徒 の実態 に応 じた課題の設定 を工夫す ること、活動場面で肯定的 な評価を

児童 ・生徒に積極的 に行 うこと等 により、自主的な活動が見 られ た。

④ 活動の見通 し

わか りやす く説 明す ること、繰 り返 して取 り組む ことな どのほか に、教師やほかの

児童 ・生徒がモデルになってみせ ることで、見通 しを もって活動 することが で きた。

障害のあ る児童 ・生徒 に生 きる力を育成す る上で、 「人 とかかわ る力」を は ぐくむ こと

は最 も重要な課題の一っである。学校の教育活動全体を通 じて行 い、 日々指導を積み重ね

ていかなければな らない。本研究で明 らかに した指導 内容 ・方法の工夫を他の教科等の教

育 活動 に も活用 し、 さ らに深めて い くことが今後の課題であ る。

1主 題設定の理由

児童 ・生徒一人一人が各 々の個性 を発揮 し,生 き生 きと活動す ることによ り、学校生活が一

層豊か にな る。 しか し、近年、少子化等 の中で、友達 とのかかわ り合いが少 ないことか ら、円

滑な対人関係をっ くることが課題 とな っている。

「一人一人が生 き生 きと活動す る」ためには、特 に、 「感情 の表 出がで きる」、 「自己表現

力を高 める」、 「コ ミュニケーシ ョンの力 を育て る」、 「達成感 ・成就感を味わ う」等を人 との

かかわ りの中で育 て、経験 させてい くことが重要 と考え る。そのためには、人 とのかかわ りを

豊かに し、自分の力を集団の中で生か しなが ら、活動 してい くことが課題 とな る。

そ こで本分科会では、研究主題を 「一人一人が生 き生 きと活動す る指導の在 り方」 と し、そ
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れを推進す るための具体的な研究 テーマを 「人 とかかわる力を育てる指導の工夫」 と設定 して、

「領域 ・教科を合わせ た指導」における授業改善を図 ってい くこととした。

皿 研究の方法

1「 人 とかかわる力」 についての検討 と研究仮説の設定

(1)「 人 とかかわ る力」 についての検討

各研 究員の担 当す る児童 ・生徒 の障害種別 や生活年齢が異 なるため、 「人 とかかわ る

力」の共通理解が難 しか った。 そこで担当 して いる児童 ・生徒の指導 を通 して、 「人 とか

かわ る力 とはどのよ うな力なのか」 「人 とかかわ る力を育て るために大切に している こと

は何か」等 につ いて、 レポー ト等 を通 して整理 ・分析 した。

(2)指 導実践 に基づ く研究仮説の修 正

各校の 「日常生活の指導」等の領域 ・教科 を合わせた指導の実践 をVTRで 持ち寄 り、

指導実践に基づ き、(1)の検討を踏 まえた研究仮説 にっ いて協議 した。そ して、授業改善の

ための具体 的な指導の観点を 「4っ の観点 と2つ の配慮事項 」に整理 し、研究仮説 とした。

2指 導実践に基づ く研究仮説の検証

(1)授 業研究1の 分析

研究仮説に基づ き、A中 学校心 身障害学級(知 的障害)に て授業研究を行 い、生徒 の活

動を分析 し、研究を深めた。

(2)授 業研究 皿の分析

(1)での分析を踏 まえ、知的障害B養 護学校高等部の授業での具体的な指導の工夫 にっい

て検討を行い、児童 ・生徒一人一人が生 き生 きと活動す る指導の在 り方 にっいて さ らに研

究を深めた。

皿 研究仮説

各研究員が、自校の児童 ・生徒の実態 や課題を報告 し、 「人 とかかわ る力」 にっいて検討を

行い、 「人 とかか わる力」を考え る視点 を以下の3っ に整理 した。

○ 自分を表現す る力

○人か らのかかわ りを受 けとめ る力

○相手や集団を意識 し、共 に行動 す る力

そ して、3つ の視点か ら具体的な指導方法 にっいて協議 し、研究仮説を以下のよ うに設定 し

た。
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○ 「人 とかかわる力」を育て るための指導 の観点 と配慮事項

《4っ の指導 の観点》

① 児童 ・生徒 同士のかかわ り(以 下、観 一① とす る)

② 教師 とのかかわ り(以 下、観 一② とす る)

③ 自主的な活動(以 下、観 一③ とす る)

④ 活動の見通 し(以 下、観 一④ とす る)

《2っ の配慮事項》

① 心理的 な安定(以 下、配 一① とす る)

② 個に応 じた指導の充実(以 下、配 一② とす る)

以上の4っ の指導の観点 と2つ の配慮事項 に基づ いて指導 の工夫を行 うことで 「人 とか

かわ る力」を育て ることがで きる。

なお、 「4つ の指導の観点 」は、 「人 とかかわる力」を育て るために、指導 上、特 に重要な

観点 と考え た。また、 「2つ の配慮事項」は常 に共通に教 師が配慮 しなければな らない基本的

な観点で あるため、配慮事項 と した。

上 の研究仮説を図で表す と以下のよ うにな る。

研 究 仮 説

〈研究主題 〉
一人一人が生 き生 きと活動する指導のあ り方

一 「人 とかかわる力」を育て る指導の工夫 一

自分を表現する力

人からのかかわりを受けとめる力

相手や集団を意識し、共に行動する力

合

指導の観点

自 主 的 な 活 動

配慮事項

活 動 の 見 通 し

個に応じた指導の充実

この研究仮説の検証を授業研究1、IIで 行 い、指導の工夫 にっ いてま とめた。
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IV授 業 研 究I

A中 学校心身障害学級(知 的障害)に おいて、研究仮説に基づ き、授業研究を以下のよ うに

行 った。

1生 活単元学習 単元名 「ボー リング大会 」

2単 元設定の理由

心身障害学級 では、一人で適切 に余暇を過 ごす ことが 難 しい生徒 も多 い。そ こで、簡単に

楽 しめ る余 暇活動 の一っ としてボー リングを教材 に選 んだ。 この単元の展開 において は、

「人 とかかわ る力」を育て るとともに、多 くの生活技能や知識、態度 を身 に付 け ることがで

きる。

また、将来、就職先で開催 され るボー リング大会や仲間同士の親睦の場面等で、経験不足

か ら消極的 にな らず、積極的 に参加で きるよ うにな ることを 目指 して いる。

3単 元のね らい

(1)ボ ー リングを通 して、人 とのかかわ り方を学ぶ機会 とす る。

(2)ボ ー リングをどの生徒 も楽 しむ ことがで き、 またや りたいとい う気持ちになる。

(3)ボ ー リング大会に向けて、みんなで協力を して計画 を立て、準備をす る。

(4)見 通 しを もって、準備 ・片付 けを行 う。

4こ の単元で育てる力(知 識や技能等)と 教科等との関係

臥
●得点の計算(暗 算、計算機)

・数唱

・数字の記入

・表の見方

團
・計画と準備

・校内のボーリング大会

・校外のボーリング大会

●まとめの学習

咽
●紙やすりがけ

●ペンキぬり

遍
道 徳

●思いやり、協力

日常生活の指導

●清掃 ・準備 ・片付け

美 術

●メダルづ くり

○ピンづ くり

●リラ ックス

●ボール運動、ルールの理解

国 語

・看板づ くり

・作文を書 く
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5指 導計画(9.5時 間)

第1次(1時 間)

・ボー リング大会があ ることを知 る。

●これ までの経験を聞 く。

●大会 に向けた準備を計画す る。

●作成 した単元帳 に名前や計画等の必要 なことを記入す る。

第2次(1.5時 間)

・ピンを紙やす りがけす る。

●ピンにペ ンキを塗 る。

第3次(1時 間)

・表彰 メダルを作 る。

第4次(0.5時 間)

●看板を作 る。

第5次(0.5時 間)

●校内ボー リング大会に向けて教室を掃除す る。

第6次(1時 間)

●校内ボー リング大会を行 う。(本 時)

第7次(1時 間)

●校内ボー リング大 会につ いて楽 しか った点や反省点等の意見を出 し合 う。

●単元帳に作文等を書 く。

第8次(1時 間)

●次の校外学習に向けて、 日程、交通機関、料金等の学習を行 う。

第9次(1時 間)

●校外学 習を兼ねて、校外 ボー リング大会を行 う。

第10次(1時 間)

●単元の学習を振 り返 り、楽 しか った点や反省点等の意見を出 し合 う。

●単元帳に作文等を書 く。

●校外ボー リング大 会の絵を描 く。

●単元帳を完成 させ る。

6本 時のね らい

(1)生 徒同士で楽 しい雰囲気でゲームを進める。

(2)ほ かの生徒 に温かい声かけ、応援、励 ま しがで きるよ うにす る。

(3》 係 り活動 や準備 ・片付 け等を責任 を もって 自主的に行 うよ うにす る。
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7本 時における指導の工夫

「人 とかかわ る力」 を育て るための4つ の指導の観点 と2つ の配慮事項 に基づ き、(1)～(7)

について、以下のよ うに指導の工夫を行 った。

か生 わ教 自 活 心 導個

4っ の指導の観点 と わ徒 り師 主 動 理 の に

2っ の配慮事項 り同 と 的 の 的 充応

指導の工夫 士 の な 見 な 実じ

(指 一① ～⑦) の か 活 通 安 た

か か 動 し 定 指

(指 一①)

生徒全員が楽しむことができる簡単なゲームにす 0 0 0

る 。

(指 一②)

ローテー シ ョンによ る係 の仕事を責任を もって行 0 0 0 0

う 。

(指 一③)

今までの清掃活動を生かして、準備、片付けを行 0 0 0

う 。

(指 一④)

適度 にか らだを動かすよ うにす る。 0

(指 一⑤)

一投一投の結果に対 して、教師が受容的に コメ ン 0 0 ○

トす る。

(指 一⑥)

■

肯定 的 な生徒 同士の声 か け、応援 、励 ま しを促
0 0 0

し、それをどの ように感 じたか実感で きるよ うに

す る。

(指 一⑦)

得点の計算は、個 に応 じて教材を準備 し、指導 を 0

す る。
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8生 徒の実態と目標

生 徒 の 実 態 生徒に対する期待 本 時 の 目 標

・学級でただ一人の上級生である。 ・学級 の リーダー と して ●ゲームの中で友達の結果

・日常の会話が成立 し、見通 しをもっ さ らに リーダー シップ に対して適切な支援の言

て学習に参加することができる。 を発揮 して欲 しい。 葉が出せる。

A ●自分か ら友達に声をかけることは苦 ●自分か ら友達にかかわ ・準備片付けで1年 生に指

手であ る。 れるようになって欲 し 示が出せる。

い 。 ●リーダー として 自信 を深

め る。

●社交的で進んでほかの生徒に話 しか ●自分が苦手なことや結 ●友達に温かい声援を送

け、かかわ りをもとうとする。 果が良 くないときも消 る 。

B ●学習では、好きなことや新 しいこと 極的にならずに挑戦し ●計算機を使 った足 し算を

には意欲的だが、少 し難 しいことや て欲 しい。 できるだけ一人で行 う。

苦手なことになると消極的になる傾 ・不満を言葉にすることを

向が見 られる。 少 な くす る。

●人 なつ っこ く、明 る く、社交性 があ ・自分自身の言動に目を ●友達 に温か い声援を送

り、日常の会話は成立する。 向け、自信をもった生 る 。

・自分のことより、友達のことが気に 活ができるようになっ ●計算機を使 った足 し算を

C なって しまい、不必要な指示等を行 て欲 しい。 できるだけ一人で行 う。

うことがあ る。 ●必要以上に友達に指示 ●友達に必要以上の指示を

●意欲はあるが、苦手なことには消極 等を出さないようにす しない。

的になる傾向がある。 る 。

●日常の会話は成立 し、学級の中で最 ●本人のやる気が、友達 ●友達に工夫 した温かな声

も指示理解がわかる生徒である。 に伝わる態度を身に付 援ができるようになる。

D ・一斉の指示をしっか りと聞 くことや けて欲 しい。 ●て きぱ きと行動がで き

集中力に課題がある。 ・嫌なことは嫌 と言える る 。

・嫌なことを嫌 となかなか言えない。 よ うになる。 ●自分の気持ちが進んで言

え る。
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9授 業の展開

☆具体的な個々の活動

◎個 々のね らい

学習活動 指導上の留意点 生 徒 の 活 動 及 び ね ら い

●あ いさっを

す る。

・主体的な行動を A B C D

・準 備 を す
引き出す働 きか

け と評 価 を す ☆準備全体の様 ☆ 自分の机 とい ☆自分の机 とい ☆号 令係 と し

る 。 る 。 子を見て、班 すを廊下に出 すを廊下に出 て、先生が教

●今日の授業 ・友達への適切な 員に適切な指 す 。 す 。 室に入って来

の目標 「友 言葉かけについ 示を出す。 たら号令をか

達を励ます て具体 的に示 け る 。

声かけや応 す 。 ☆班長 として責 ☆てきぱ きと準 ☆指示をされな ☆友達の動きを

援 を し よ 任を もって準 備 をす る。 くても準備を 見ながら準備

う」を確認 備 をす る。 す る。 をす る。

す る。

・投球順を決 ・得点表を黒板に ☆班長 として個 ☆班長の話をよ ☆希望する投球 ☆希望する投球

め る 。 書 く 。 々の希望を生 く聞 いて、希 順を自分か ら 順をはっきり
・班 長 を 中 心 に か しなが ら、 望を言 う。

晶 ワ

Oつ 。
eワ
0つ 。

生徒に決めさせ 投球順を決め

る 。 る 。

・係に分かれ ・4月 と6月 に1

る 。 回ずつ実施 して ☆ローテーションに従ってそれぞれの役割の仕事をする。

・倒 れた ピン いるので係の詳

を数え て、 しい説明は しな ◎係 の ローテ ー ◎係の仕事をそ ◎友達の係の仕 ◎友達がローテ

並べる(1 い 。 シ ョンを決め れそれの箇所 事や発言をよ 一 シ ョンを間

名)。 ・係のや り方、 ロ られ た 通 り で間違いなく く見 た り、聞 違えたときに

・得点表に上 一 テ ー シ ョ ン に に、 自 ら行 う で き る。 いた りできる 適切にア ドバ

記の係が数 間違いがないか こ と が で き よ うにす る。 イ ス が で き

えた数字を を見 る。 る 。 る 。

記 入(1 ・一投ごとに受容

名)す る。 的 コメ ン トをす ◎分か らない ときは先生や友達に聞 くことがで きる。
●ゲ ームを始 る 。 ☆友達に応援、励 ましの言葉をかける。

め る 。 ・友達への声援の

工夫を促す。 ◎自分の投球結 ◎投球結果の悪 ◎投球結果を受 ◎自分の投球結
・良いと思われ る 果について率 いことが続 い け止めてゲー 果について率

声援をメモして 直に言葉に出 て きたと き、 ムを盛 り上げ 直に言葉に出

お く。 せ る 。 落ち込まない る 働 きを す せ る 。

●5、6フ レ ー ム で 活 動 で き る 。

でゲームの中盤 る 。

であることを知 ☆班長 として班 ☆友達に簡単な ☆友達に応援や ☆一人一人の結

らせ る。 員一人一人 に 応援の言葉を 励 ましの言葉 果に応 じた応

応 じた、声か
二,

Qつ 。 を言 う。 援や励ま しの

けや応援、励 言葉を言 う。

ま しを言 う。

●ゲー ムを終 ・ゲー ムの終 盤 を ☆得 点 表 を見 ☆先生に一投 ご ☆一人で計算機 ☆得 点 表 を見

了 す る。 知 らせ る。 て、暗算で合 との点数を言 を使 って合計 て、暗算で合

・得点を合計 ・得 点 の 計 算 で 計 す る。 って もらい、 す る 。 計 す る。

す る。 は、個 に応 じて 計算機で合計
・検 算す る。 必要な援助をす す る 。

・順位を発表 る 。 ☆指示がな くて ☆間違いな く計 ☆間違いな く計 ☆指示されな く

す る。 も検 算 をす 算機の数字を 算機を使 う。 ても検算をす

・表彰を行 う。 る 。 押 す。 る 。

一41一



10本 時の評価の観点

(1)生 徒同士がお互 いを意識 しなが ら、ゲームを進め、 ボー リングを楽 しめたか。

(2)適 切 な場面で、友達 に温かい声か け、応援、励ま しがで きたか。

(3)ロ ーテーシ ョンによる係 り活動を責任 を もって行 い、準備、片付 け等を 自主的 にで きた

か。

11授 業研究における仮説の検証

「人 とかかわ る力」を育て る指導の工夫 として整理 して きた4っ の観点 と2っ の配慮事項

が、授業で どのよ うに生か されて いたかを確かめた。

ここでは、次の2っ を検討の視点 と した。

(1)今 回の授業研究で工夫 されて いた点 とその評価

(2)今 後の指導へ 向けての改善点

(1)、(2)にっいては下の表にま とめた。なお、(1)か ら(7)にっいて は、 「7本 時 における指

導の工夫」に対応 してい る。

検討の

視点 (1)今 回の授業研究で工夫 されていた (2)今 後の指導へ向けての改善点

指導の 点とその評価

観点

(観 一①) (指 一②) ・かかわる相手を明確 にするため、2人

生徒同士のか 係 の仕 事 を ローテ ー シ ョンに したた ずっのグループに分 ける(集 団を小 さ

かわ り め、友達へのア ドバイスをするなどの くす る)こ とも考え られる。

かかわりが見 られた。 ・互いにかかわる場面を設定する。

(指 一③) (「応援タイム」や 「途 中経過の報告」

ゲームの準備、片付けを導入す るこ 等の時間を設けるなどして、友達を し

とで、生徒同士が協力 し合 って活動で っか り応援する。)

きた。 ・表彰の時に生徒の感想を自由に発表す

(指 一⑥) る場を設ける。(チ ームを越えてお互

ゲーム終了後、友達に応援されてど いに工夫 していた点を発表 し合えると

んな気持ちがしたかを振り返らせるこ よい)

とで、その時の気持ちを再確認 し、ほ

かの生徒を意識することができた。

(観 一②) (指 一⑤) ●ピンを倒せずいらい らとしていた生徒

教師とのかか 教師が一投 ごとに受容的にコメン ト に、積極的に言葉かけなどを行うこと

わり を したことで、それに応える言動が見 も考え られる。

られた。

(観 一③) (指 一①) .設 定 された場面での役割などについて

自主な活動 ゲームの流れが理解で き、自ら考え は自分か ら活動す ることがで きてい

て活動できた。 た。次の段階として、自分たちでゲー

(指 一②) ムなどを企画す る等が考え られ る。

係の仕事をローテーションにしたた (ゲ ームその もの種類、役割分担 な

め、ゲーム全体の流れが分か り、 自主 ど。)

的に活動で きた。
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(指 一③) ●た くさん ピンを倒 して、教師や友達に

普段、使い慣れている教室をゲーム 報告 してほめて もらいたいという気持

の会場 として選んだため、会場準備、 ちが高まるよ うな教材 ・教具の工夫を

片付けを自分たちで進んで行うことが する。(ボ ールを大 きくして ピンが も

で きた。 っとダイナ ミックに倒れるなど)

(指 一⑥)

教師がきっかけを作 ったり、具体的

にどんな応援を した らいいのかを考え

させた りす ることで、自ら応援 しよう

とする様子が見られた。

(観 一④) (指 一①) ●得点 の計算 につ いて は、 ワー クシー ト

活動の見通し ゲームの流れ、点数の計算などを簡 等を作成 して、見通 しを もって取 り

単にすることで、見通 しを もって活動 組めるように していくことが考え られ

で きた。 る 。

(指 一②)

順番に係の仕事をすることで、活動

全体の流れが理解できていた。 ,

(指 一③)

継続的に取り組んできた清掃活動の

成果により、見通 しを もって活動で き

て いた。

(配 一①) (指 一①) ●ボー リングの結果が悪 く、気持ちがい

心理的な安定 ルールが簡単で分か りやすいゲーム らい らして落ち込んで いる生徒が い

を選んだため、楽 しむ ことができた。 た。本人が もっと認め られるような場

(指 一②) の設定の工夫、自信が もてる内容を盛

係 の仕事 を ローテ ー シ ョンに したた り込 んで い く。

め、友達の活動を見なが ら次に何をす

ればいいのかが分か り、落ち着いて参

加することができた。

(指 一④)

ゲームが生徒にとって無理のない運

動量だったので、気持ちが適度に開放

され、友達 とかかわ る余裕 もできた。

(指 一⑤)

肯定的な声かけ等を受けることで、

安心 してゲームに参加で きていた。

(指 一⑥)

友達か らの働 きかけ、気持ちを受け

止めていた。

(配 一②) (指 一⑤) ●教材 ・補助具の工夫をする。(床 にラ

個に応じた指 生徒 に自信を付けるために、教師が イ ンや目印になるものを付ける、ガー

導の充実 一投ごとに個 に応 じた適切な励ま し等 タ ーにな らな いよ うにす るなど。)

を行 うことで、意欲的に取 り組めてい ・最終得点結果だけではな く、 「一度に

た 。 た くさんピンを倒 した賞」等をあげた

(指 一⑦) り、よかった点を発表 したりする。

得点の計算では、計算機 を使 った

り、暗算で行 ったりと個に応 じて指導

することで、どの生徒 も集中 して取 り

組めていた。
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VI授 業研究 皿

研究仮説に基づき知的障害養護学校高等部2年 生において2回 目の授業研究を行 った。

1作 業学習 木工班(木 材加工によるペ ン立て作 り)

2こ れ までの指導 内容 と経過

木工班で は、 日常使用 している筆記用具や小物入れ等が 自分たちの手で作れ る ことを最 初

に指導 した。当初 は、 自分の分担 した作業がペ ン立てになることが理解で きない生徒 もいた

が、工程分担を替え、繰 り返 し指導す る中で見通 しが もて るよ うにな って きた。

また、出来高がわか るよ うに工夫 した り、生徒の実態 に応 じた作業に取 り組 ませた りする

ことで 自分た ちが作 った製品 に対す る満足感が表れ、意欲 もみ られ るよ うにな って きた。

これ まで に、以下の工程を各 々の生徒が分担 して作業 を行 った。

・自動 カ ンナ盤で板を10mm厚 に製材す る。

・マイター鋸 で角材を切 り、木片(10×20mm)を 作 る。

●ベニヤ板に補助具を使 って円を描 く。

●木片(10×20mm)を 木工ボ ン ドで円形 に積み重ねる。

●不要部分のベニヤ板を木工 ミシ ンで切断す る。

・一段積み重ね るごとに木片上面をベル トグライ ンダーで研磨す る。

・積み重ねの終わ った(9段)製 品をベル トグライ ンダーで外周研磨 する。

・上下面角部をベル トグライ ンダーで面取 る。

●紙 ヤス リ磨 きと、 ウェスでふ き取 る。

・刷毛を使 ってチィークオイル塗 りとっや だ しをす る。

●検品 と装飾 ・包装、販売準備及び販売実習をす る。

3本 時のね らい

(1)作 業を通 して、指示理解、 あいさっ、返事、報告、意志の伝達 などの能 力を高め る。

(2)課 題 に対 して持続力や集 中力を高め、仕事 に必要 な体力を養 う。

(3)作 業工程を理解 し、 自分の仕事に責任を持 ち、見通 しを もって動け る力を育て る。

(4)機 械や道具を安全に使 い、木材を加工す るために必要な知識 ・技能を身 に付 けるよ うに

す る。

(5)も のを作 る喜 びを知 り、働 く意欲を育て る。
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4本 時における指 導の工夫

4つ の指導の観点 と2つ の配慮点を基に、(1)～(6)の指導の工夫を行 った。

か生 わ教 自 活 心 導個

4っ の指導の観点 と わ徒 り師 主 動 理 のに

2っ の配慮 事項 り同 と 的 の 的 充応

指導の工夫 士 の な 見 な 実じ

(指 一① ～ ⑧) の か 活 通 安 た

か か 動 し 定 指

(指 一①)

材料や製品の受け渡し、道具の貸し借り等の生徒 0

同士でかかわれる場面を作 る。

(指 一②)

自分が覚えた仕事を友達に伝えられる場面を設定 0 0

す る。

(指 一③)

準備 、片付 けを友達 と協 力 して 行え るよ うにす 0 O O

る 。

(指 一④)

でき上がりの報告や質問等を担当教師に伝える場 O

面 をつ くる。

(指 一⑤)

立てた目標を最後 までや り遂 げる。 ○ 0

(指 一⑥)

まとめの とき、今 日や った仕事の報告がで きるよ O O 0

うにす る。

(指 一⑦)

生徒の反応を見なが ら、理解 しやす いように話の 0 0

内容や話 し方 を工夫する。

(指 一⑧)

生徒の実態に応 じて、教師が側で指示を したり、 O O
一緒 に作業を した りす る。
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5生 徒の実態、課題 と本時 とね らい

作 業 の 実 態 作 業 の 課 題 分担工程 本時のねらい

・作 ることが好 きで根 ・様 々な場 面で自信を ●研磨 ・分か らない こと

気強 くていねいに作 もって作業 し、積極 ●ベ ル トグ ラ ン をその ままにせ

業がで きる。 的に報告や質問をす ダー加工 ず、進んで質問

・確認、報告 までで き る 。 をす る。

R るが 、 は っ き りと し ●作業中必要 な ことに ・ほかの生徒 の説

な い こ とが多 い。 自ら考えて対応す 明を聞いて作業

・自信が無 く、積極的 る 。 を す る。

にや ろ うとす る気持 ・相手 に聞 こえ る声で

ちが相手に伝わらな 返事、報告 をす る。

い場合がある。

・作業 にっ まず くと諦 ・促 されな くて も準備 ・材料切 り ●分 か ら な い こ

めた り、報告がで き 片付けをす る。 ●マ イ ター鋸 に と、 困 った こと

ず に次 に進 めないこ ●作業に持続 ・集中す よるチ ップ作 があ った ら教員

B とが あ った りす る。 る時間を増やす。 り に聞 きに くる。

・自分か ら作業 にかわ ・自分か ら返事、

る 。 報告をす る。

・自分がで きる方法で

返事、報告をす る。

●声をか ければ準備、 ・作業時間を意識しな ・組立 ・製品が1っ で き

片付けがほぼでき が ら、落ち着 いて そ ・木工 ボ ン ドで るまで作業場所

る 。 の場 にい ることがで チ ップの貼 り を なるべ く離 な

C ・ある程度見通 しを も き る 。 付け い 。

って作業で きるが、 ・決 め られた ところま ●で き上が った製

持続力に課題があ で、 自分で作 業を続 品を確実に所定

り、心理的に不安定 け る 。 の場所に運ぶ。

になると持ち場を離

れて しまうことが あ

る 。
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6本 時の展開

生 徒 の 活 動
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

A B c

導入 あいさっをする。 ●見通 しが持 ちやすいように ・は っ き り と 聞 ●開始時間を守 ○友達 と一緒 に
(10分) 本時の作業内容の説明 作業 内容を はっ きり伝え こえる声であ って教室に入 あいさっをす

を 聞 く。 る 。 い さっ す る。 る 。 るQ

本時の活動目標を発表 ●生徒の反応を見なが ら理解 ・自分の 目標を ●大きな声を出 ●座って話を聞
す る 。 しやすいよう話の内容を伝 発表す る。 してあいさっ く 。

え る 。 をする。

展開 作業の準備をす る。 .自 ら準備す るよう声をかけ ●進んで準備を ・教師の話を聞 ・教師 と一緒 に

(70分) る 。 し、 わ か ら な き な が ら、 一 準備をする。
●何をするのか考えられ るよ いことは教師 入で準備をす
う準備のすすまない生徒に に 聞 く。 る 。

声をかける。

作業を開始する。 ●ス トッパーと材料の端にす ●根気よく作業

き間がないか確認する。 を続け る。
材料(チ ップ)を 切る。 ・材料を締あ付けないよう注 ●丁寧に作業す

意 す る 。 る 。

・角材の取 り付け .体 と脚の位置が適切か声を ●困 ったことが
●材料切 り か け る 。 あれば合図し
・切断後の材料入れ ●失敗 して切れて しまった物 て知らせる。-
・出来上が りの確認 を入れない様に注意 させ ●自分のできる

る 。 方法で報告す
報告をする。 ●生徒の実態に合わせてでき る 。

あがりを確認 し報告を促
す 。

組立(チ ップの 貼 り ●作業 しやすいよ うに材料 と ●チップの向 き

付)を する。 道具類の配置ができたかを を間違わずに
●筆に木工ボン ドをっ 注意する。 貼 る。

け、チ ップの接着部 ●切断面にボンドを塗らない ●決め られた場

分の塗り よう注意 し、確認を促す。 所に製品を自
・ボン ドを塗った部分 ●接着箇所がわかるよう生徒 分で置きに行
を下に し、接着面を に応 じて、ボン ドを接着場 く 。

確かめ張り合わせ 所に付けて示す。 ●教師と一緒に
●所定の数を張 り合わ ●必要以上す き間が空 いたり 目標までの作
せ 、 確 認 し、 報 告 重なったりしないよう貼 り 業をする。
・製 品 ト レー に 置 く 方を注意する。 ●で き上がった

●報告 しやすいよう教員が声 ときの報告の
をかけたり、 きっかけをっ 仕 方 を覚 え
く っ た りす る 。 る 。

研磨(外 周磨き)を す ●機械のスイッチをす ぐ入れ ・機械に電源を

る 。 ないよう確認 し、電源を入 入れたことを
・作業前の安全確認 れる前に教員と生徒で声を 教師に報告す
●ベ ル トグ ラ イ ンダ ー かけ合 う。 る 。

の試運転 ●異常な音や振動がないか確 ・安全に注意 し
●ペ ン立て外周研磨 認 す る 。 て機械作業を
・仕上がり確認を報告 ●研磨の偏りがないよう、持

ノー,

{丁 つo
●研磨済の箱入れ ち方や力加減を注意 し、見 ・説明を聞いて

本を示す。 わからないと
.ほ かの生徒と加工の仕方に ころを教師に
ついて、話 し合うように声 聞 く。

かけをする。 ●友達の話を聞
●困ったときや報告の仕方は いて作業を進
様子を見ながら注意を促 め る 。

す 。 ●相手に聞 こえ

る声で返事、

報告をす る。
-

後片付けをする。 ●片付ける手順 と、場所に気 ●使 った機械を ・教師に聞きな ●教師や友達 と

をっけるよ う注意する。 手順通りに片 がら確実に片 一 緒 に 片 付

●全員が終わるまで友達 と協 付け、掃除を 付け、掃除を け、掃除をす
力をするよ うに促す。 す る 。 す る 。 る 。

●ほかの生徒と ・友達と協力 し

協力して掃除 て掃除する。

す る 。

まとめ 本時のまとめ、反省を ●報告 しやすいよ う生徒に合 ●は っ き り と順 ・友達の報告を ●作業 したこと

(15分) す る。 わせて、 聞 き方を工 夫す 序よく報告す 聞 く。 を教師 と一緒
る 。 る 。 ・言葉を教師に に話 しなが ら
●できたことをほめて、充実 ●友達 に対 して 教えて もらい 確かめる。
感や、自信が持て るように 励ま しの評価 ながら自分で
す る。 を す る。 報告する。
●次回の作業の予告を し、本

時の作業の意義を確かめ
る 。
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74つ の観 点と2つ の配慮事項に基づいた指導の工夫についての評価 と生徒の変容

「4本 時における指導の工夫」に示 した(1)～(8)にっいて、検討を行 った。

指 導 の 工 夫 評 価

(指 一①) 道具や材料を他の工程担当の生徒に持って行き渡す
材料や製品の受け渡し、道具の 際、必要な言葉を掛 け合 うことが で きた。
貸 し借 り等、生徒 同士でかかわ
れ る場面をつ くる。

(指 一②) 初めてベ ル トグライ ンダーによる研磨作業を行 う生徒

自分が覚えた仕事を友達に伝え が、上達した友達にやり方を聞いて仕事を始める場を設
る場面 をっ くる。 定した。作業手順や注意事項が伝えられた。生徒同士が

作業の場で話 し合 うことがで きる一っの手立て として、
有効であ った。
なお、生徒同士の組合せ等が コ ミニ ュケー ションに も

影響するので、 グループ編成上 の配慮が大切 である。

(指 一③) 作業を始める前の準備、終わった後の道具や材料の片
準備、片づ けを友達 と協力 して 付けは、繰 り返 しの作業で生徒一人一人が見通 しを もっ
行えるよ うにす る。 てで きるようにな った。友達を意識 しなが ら自分のや る

べ きことを考え、協 力 して活動で きた。

また、 自分がで きないところを友達 に声をかけて頼む

様子 も見 られた。

(指 一④) 生徒が 自 ら教師にかかわ ることがで きるよ うに、 自分
でき上がりの報告や質問等を担 の仕事 につ いての報告や困 ったときの意思表示 について
当教師に伝えられる場面をつく 導入部分で説明したり、模擬的に報告等を取り入れたり
る 。 し た 。

言葉での報告が苦手な生徒 には、その都度、側 につ い
て促す など、適切 に教師が援助を した ことで安心感 と自

信 を もち、積極的 に報告ができるようにな ってきた。

(指 一⑤) 目標を具体的 に分か りやす くす るために、 「で き高ボ
立てた目標を最後までやり遂げ 一 ド」を製作 した。材料を切断 した ら、色を塗 った小 さ
る 。 な四角の板を置いてい くよ うに した。 目で見て確認で き

るので、 目標 も立てやす く生徒 自 ら評価 もで きた。 目標
を生徒が 自ら立てやす いよ うに したことが、立てた 目標

を意識 して最後 までや り遂 げる手立て と して重要であ っ
た 。

(指 一⑥) 友達や教師の前 で、報告 ・感想を言 うことや 自分か ら
まとめの とき、今 日や った仕事 話 をす ることの練 習を繰 り返 し行 うことで、 自信を持 っ
の報告がで きるよ うにをす る。 て話せ るよ うにな った。生徒の実態 に合わせて報告の仕

方 や内容を配慮 し、援助 してい くことを大切 に した。教
師か らほめ られる こと、友達か らの励ま しの言葉を受 け
ることで、 自分が認め られた嬉 しさを表 した。それが 自

信 にっなが り次回 も作業をまたや りたい というきっかけ
に な った 。

(指 一⑦) 生徒の実態に応じて、生徒の側で簡単な言葉で説明を
生徒の反応を見ながら理解しや 繰 り返す等の工夫 をす ることで、 どの生徒 も活動を理解
すいように話の内容や話し方を す る ことがで きた。
工夫す る。

(指 一⑧) 作業の途中で心理的に不安的になる生徒等について
生徒の実態に応 じて、教師が側 は、教師が適宜、側で指示を した り、一緒 に作業をす る

で指示を した り、一緒に作業を ことで、再び作業 に取 り組む ことがで きた。

した りす る。

一48一



VIま とめ と今後 の課題

本研究で は、 「人 とかかわ る力」 を様 々な角度か ら検討 した。その結 果、以下の ことが明 ら

か になった。

・ 「人 とかかわ る力」を は ぐくむ ため には、 《自分を表現す る力》 《人か らのかか わ りを受

け とめ る力》 《相手や集団を意識 し、共に行動す る力》の3っ 力が重要であ った。

○ 「児童 ・生徒 同士のかかわ り」 「教師 とのかかわ り」 「自主的な活動」 「活動の見通 し」

の4つ の観点 に基づ いて指導の工夫を行 うことによ り、 「人 とか かわる力」を引 き出せた。

・この4つ の観点 に基づいて指導上の工夫 を充実す ることにより、児童 ・生徒 同士が教え合

い、協力 し合 う活動、教師 に生徒が 自ら思 いを伝 える場面、見通 しを もった 自主的 な活動

等が確実に増えた。

なお、本研究では、生活単元学習 「ボー リング大会」 と作業学習 「木工」の授 業において、

「人 とかかわ る力」を育て、一人一人が生 き生 きと活動す るための指導 内容 ・方法を追究 して

きた。 「人 とかかわ る力」をは ぐくむ指導 の工夫 は、学校の教育活動全体を通 じて、 日々積み

重ねて い くことが重要 である。そのためには、本研究で明 らかに した指導上の工夫をほかの教

科等の教育 活動 に も活用 し、 さ らに深めてい くことが今後の課題であ る。
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自立活動の指導の工夫
一 集団における個 に応 じた授業の工夫 一

研究の概要

本分科会では、 「自立活動 の指導の工夫」をテーマに 「集団におけ る個 に応 じた授業 の

工夫」 について、明 らかに した。

自立活動の指導 は 「時間の指導」 と 「教育活動全体 を通 じて行 う指導」があ る。 まず 各

校の自立活動 の指導 にっいて、個別指導計画や、テ ィームティーチ ングと関連付けて現状

の分析 を行 った。 その結果、 自立活動 と他の学習 との関連 にっいて教 員の理解 に差が あ る

ことや知的障害 に伴 ってみ られ る、言語、運動、情 緒 ・行動な どの面 での顕著な発達 の遅

れへの指導の充実の必要性、全 ての教育活動 と自立活動 を関連 させた指導の充実な どの課

題が ある ことが分か った。

この課題を踏 まえて、簡易KJ法 で指導の工夫の項 目を整理 し、重点化 して、各 々の指

導 内容 と自立活動の指導がか かわるように個別指導計画や指導案を工夫す るなどの改善策

をまとめ、各研究員の授 業の分析を行 った ところ、教科等の活動内容 とともに児童 ・生徒

一人一人 に応 じた自立活動 の指導が多 く行われて いることが再確認 された。

この結果をふまえ、小学部の音楽遊び と高等部の特別活動の授業の事例 を取 り上げ授 業

研究を行い、 自立活動の指導 を充実 させ ることにより、各教科等の指導が よ り充実す るこ

とが明 らかにな った。

1主 題設定の理由

自立活動の指導 は 「自立活動 の時間の指導」 と 「学校の教育活動全体を通 じて行 う指導 」が

ある。 「自立活動 の指導」 は、児童生徒一人一人の障害の状態 に応 じて行われ る ものであ るが、

各学校の教育活動の大部分は、集団で行われている。各教科等の指導に当た って は、児童 ・生

徒 の障害の状態に応 じて、 自立 活動の指導 も併せて行われている。特に、発達 レベルか ら見て、

言語面で顕著な発達の遅れや特 異な言語の獲得 と使用 に課題 のある児童 ・生徒が 円滑な集 団生

活を送 る上で は、 コ ミュニケー シ ョンに関す る指導や情緒の安定 に関す る指導が重要であ る。

そ こで 「自立活動の時間におけ る指導」以外 の多様な学 習活動 におけ る自立活動の指導 に注

目 し、 「集団における個に応 じた授業の工夫」をテーマに研究 に取 り組 む ことと した。

皿 研究方法

1現 状分析

自立活動の指導 にっ いて、研究員各校の実状 を報告 し、現状 と課題を把握 した。

2指 導案改善 の観点 と授業分析

自立活動の指導の充実を図 るための工夫の観点を簡易KJ法 により整理 し、 それを基づ き

研 究員が個 々に授業改善を行 い、その結果を分 析 した。
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3授 業研究

授業分析の結 果に基づいた、改善の観点 を踏 まえ、研究 テーマに即 して、知的障害養護学

校小学部の 「音 楽遊 び」(遊 びの指導:領 域 ・教科を合 わせた指導)と 知 的障害養護学校高

等部の 「ホームルーム、朝の会」(特 別活動)の 授業にっ いて、個別指導計画 に基づ く学習

指導案 を作成 し、授業研究を行 った。

皿 研究内容

1現 状分析

q)自 立活動の指導 につ いて

各校 とも教育課程上で は、 自立活動 は 「時間におけ る指導」 と 「時間 におけ る指導以外

の指導」 とに明確 に分 け られていた。 しか し、時間割上の表記や実際の指導内容 につ いて

は、各校で様 々な捉え方があ ることが明 らかにな った。

特 に知的障害養護学校の 自立活動 は、個 々の児童 ・生徒の発達の レベルか らみて、言語、

運動 、情緒、行動 などの面での、顕著な発達 の遅 れや特に配慮 を必要 とす る状態 に関 して

の指導で あ り、一人一人の明確 な実態の把握 に基づ く指導の充実が必要であ ることを再確

認 した。

(2)個 別指導計画 につ いて

個別指導計画について は、各校 での書式、形式 に差異はあ るものの全ての学校 で作成 さ

れ、指導が行われていた。個別指導計画には、多 くの学校で 自立活動 の指導に関す る記述

があ り、それぞれの指導場面 との関連 も含めて、一人一人の児 童 ・生徒 につ いてね らいや

内容が示 されていた。

自立活動 の指導の充実 に向けて、すべての教育活動の場面 で関連性 を もって指導 に当た

れ るよう自立活動の項 目を設けて記述す ることなどを共通の課題 として捉えた。

(3)テ ィームテ ィーチ ングについて

養護学 校の多 くの授業 では、複数の教員 で授業を行 うことが多 い。指導 に当た って は

個 々の児童 ・生徒の実態 と課題や、その授業での 目標 ・内容な どを理解 し、個に応 じた指

導 に当た るよ う、指導案が作成 されている。 また、知的障害養 護学校で は、個々の児童 ・

生徒の 自立活動の 目標 や内容への意識 を高め る必要性があ ることが分か った。 さらに、他

の校種で も中学部 ・高等部で は、 自立活動の指導に配慮 した、テ ィームティーチ ングの効

率化を図 る授業の改善が一層必要であ ることが分か った。

2指 導案改善の観点 と授業分析

現状分析を踏まえ、研究員それぞれの授業実践を通 して、集団における個 に応 じた授業を

充実 させ るための工夫を報告 ・協議 した。 その結果を簡易KJ法 によ って整理 した ところ、

指 導計画の作成か ら始 まり、指導案の作成、授業展開、評価 に至 るまで多岐 にわた って工夫

の観点が あげ られた。(次 ペー ジ表1)

そ こで、それぞれの項 目につ いて、 自立活動の内容 との関連を整理 し、授業案作成につ い

ての改善策を まとめた。
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(表1)

集団での授業にお ける自立活動 の指導の工夫点

。児童 ・生 徒 の指導 を

全体 的 に見 渡す

。児 童 ・生徒 の 自己理

解 を進 め る視点 を も

。的確な実態把握と共

通理解

。必要な自立活動の指

導と配慮の検討
。個別指導計画の実効

的な作成と活用

。個別指導計画を基に

事前の教員間の共通

理解

O授 業全体の目標と連

動した個別の目標の

明確化
O授 業の流れにしたが

った場面ごとの目標

の明確化

。分かりやすい記載

簸 震動内容及び弔 「厩 麟?小 ・な
○適切な指導の環境

。適切な教材教具

・適切な指導の方法

。適切な教師の働きか

Q適 切 な 評価 の 時期 と

方法 の 選択

ぐ,評価か ら、授 業の 見

直 しをuる

〈改善策〉

① 個別指導計画において各々の指導内容と自立活動の指導がかかわるように様式を工夫

する

年間目標

実 態 目 標

自 立 活 動
かかわる目標 指導の手だて 結果

身

排

せ

つ

(様 式例)

② 単元学習計画において、 自立活動の指導 目標を明確にす る。

③ 自立活動 に関す る指導内容 や配虜事項を児童 ・生徒一人一人について明確 にす る。

また、授封1に当たる郭・師の禦'1』…,.担を明確 に記載す る。

(様式例)

活動内容 T1の 働 きかけ T2の 支援 Aの 活動 Dの 活動 Eの 活動 T3の 支援

研究員各 々が授業案を作成 し、指導のね らいに即 して、教 師の発問や働 きか け及びそれに応

じる児童 ・生徒の活動、必要 な支援や配慮な どにつ いて授業分析を行 った。

その結果、児童 ・生徒一人一人の活動内容 とともに、 自立活動の指導が多 く行われてい るこ

とが明 らか にな った。 この ことか ら、集団での授業において個に応 じた指導 の工夫 によって、

自立活動の指導 を充実 させ ることが、教科 のね らいの達成 を進 める ことにっなが る ことが分

か った。
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皿 授業研究

1知 的障害養護学校小学部の個別指導計画 に基づ く授業(「 遊びの指導」)(表2)

〈個別指導計画例 〉(小 学部3年Aさ ん1学 期の例)

※太字 ゴシ ックは自立活動 にかかわる内容

年間目標 ● 学校生活に見通しをもち、安定 した気持ちで過ごす。気持ちが不安定になった時には自分で気持ちを切り
替 え る。
・ 欲しいものや、やって欲しいこと、やりたいことなどを教師に身振りや手振りで伝えるようにする。
● 身勝手な行動をしない。

ト

自立活動に
実 態 目 標 かかわる目標 指 導 の 手 だ て 結 果

排 .前 開 きか ら排尿するよう ●ズボンのチャックから排尿 ・気持ちが不安定 ・ズボンを下ろそうとする
にしているが、濡 らして することを徹底する になった時、自 前 にrチ ャ ックか ら」 と

せ しまうことやズボンを下 ●手洗いの後、水遊びをしな 分で気持ちを切 声をかけるようにする。

げて排尿 してしまうこと い。(固 執しない) り替 え る。 ●手洗いの場面まで教師が

身 つ が あ る。 ●トイレに行くことを教師に 見届けるようにして注意

身振りで伝える ●必要なことをや を促す
って欲しい時は

●シャツやズボンの前後の ○着替えでは服を広げてから 教師に身振りや ・きちんと広げた形を本人

着 判断はできるようになっ た たむ 。 発声で伝えてか に見せ、広げるという意

替 てきた。着替えた後のた ・着替えが終わるまで立ち歩 ら行動する。 識付けをする。
え たみ方が雑になって しま かない。(情 緒の安定)

う こ とが 多 い。 ●身体に緊張が入

っている部分を辺
●箸を使う練習を始めた。 ●給食では、箸を使う練習を 教師がさすった .茶 碗を左手で持ち、かき

食 まだ、かきこんでしまう す る。 りすることでカ こまずに箸ではさむよう

事 ことが多いが、っまんで ●欲しいものを指差 し等で教 を緩める。 に声かけをする。

食べるようにしている。 師に伝える。
●できるだけ声を

●マ ラ ソ ンで は、io分 間 は ●10分間走では教師が離れて 出 して、意思を ●教師が伴走し、ペースを

身 教師が伴走 していれば、 もできるだけ一定のペース 人に伝える。 つ くる。

スピー ドを落とさずに走 で走れるようにする。 (難 しければ、サ ●目標の位置がわかりやす

体 る こ とが で き る。 ■課題別体育では台の上から インを使う)。 いように枠を使用する。
●棒跳びではまだ両足が揃 目標の位置 まで飛び降 り 両足を揃えるよう教師

づ わないが、足を開いたり る。棒跳びでは両足をそろ が隣で一緒に飛んでみせ

閉 じたりして跳ぶことは えて跳ぶ。 る 。

く わかってきた。歩行では ●担任以外の教師の指示も聞 ・先頭の友達に合わせて歩

列をそれて歩 くことが多 いて活動する。 くように声かけをする。

り い 。 ・校外歩行の時、列からはみ

出さずに目的地まで歩 く。

・文字への関心が出てきて ●自分の名前のひ らがなス ●複数のひらがなスタンプ

自分の名前のカー ドを選 タンプを選び、順番に押せ を用意 し、見本の文字を

言 ぶことができる。なぞり る 。 見なが ら選ぶよ うにす

書きではペンをゆっくり ●線からはみ出さずになぞり る。押 した後一緒に発音

語 運ぶようにして、点線か 書きをする。 す る。

らはみ出さずになぞるよ ・教師が指示 した絵カー ドを ●曲線や直角に曲がる線が

活 う に して い る。 「ま 」 や 選び、一緒 に一音ずつ発声 苦手なのでゆっくり運筆
「あ」等の発声はそれら す る 。 するように声をかける。

動 しい音が出るようになっ 理解しやすい絵を用意
て き た。 し、 音声 と絵 カ ー ドが 一

致するようにする。

●自己主張が強くなり、教 ・状況が分か り教室を飛び出 ●見通しが もちやすい活動

室を飛び出したり、活動 した り しな い。 や方法を用意したり提示
情 をしたくないなどの要求 ●音楽やおはなしの時間で した りす る。

緒 を態度で表したり勝手な は、曲想を感 じて身体を動 ●繰り返し取り組む中で身
● 行動がみられる。 かす。自分から積極的に学 体の動かし方を覚え、楽

行 習に参加 しようとする。 しむ気持ちを大切にし、

動 ●水遊び等の感覚遊びに固 。あいさつや挙手をする時は 自分か ら動 くように促

等 執する傾向にある。毎日 できるだけいっしょに声を す 。

繰り返している活動であ 出 す 。 ●元気に声が出せるような

コ れば、声をかけると次に ●朝の会では、学習の絵カー 雰囲気づくりをする。教
ミ 何をすればよいかわかる ドを見ながら声を出 した 師が目の前で一緒に声を
ユ よ うにな って き た。 り、 マカ トンサ イ ンを一 緒 出して発声を促す。
二 に表出する。 ●毎日取り組んでいる活動

ケ ・欲 しい も の、 や って 欲 しい に対しては絵カー ドを見

i 事等の要求をできるだけ身 たら表出するまで待っ。

シ 振りや発声で伝える。 ●何か要求 していることが

ヨ わ か った ら、 「何 を した

ン いの?J等 と聞き、本人

から要求を伝えるよう促

す 。
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〈指導事例>A養 護学校 「小学部3年 遊 びの指導」

対象者 男子3名 女子2名 計5名 指導者3名

(1)単 元名 音楽遊び

(2)単 元設定の理 由

この学年は、1年 生の1学 期前半か ら、 「お はな しの時間」と して、いろいろな手遊 び

や、パ ネル シアター、 くす ぐり遊 び、かかわ り遊び等、音楽遊びに取 り組んで きた。児童

は音楽が好 きで この時間を楽 しみに してい る。様 々な音楽を使 って楽 しい雰囲気を作 り、

様 々な活動に取 り組む ことで、物 に注 目 した り、活動に集中す る力をっ けた り、人 とのか

かわ りを楽 しむ等 、学習活動の基礎 とな る力を育て ることを意図 した活動であ る。

今 回、 この 「おはな しの時間」では、児童同士がかかわる歌遊びや、簡単 なルールが あ

る遊 び、音楽 に合わせ て声を出す場面があ る歌に取 り組む。普段、学校生活の中で は、教

師の言 葉か けが多いが、おはな しの時間や音楽の時間 は音楽を先行 させ、児童が曲を変え

ることによ り次の活動へ の見通 しを もて るよ うに して いる。また、活動 の中では、教師の

期待す る応答 だけを求めず に、児童の 自由な表現を大切 に して、児童か ら出て きた言葉や

動 き等を教師が受 け止め、柔軟 に対応す るよ うに心が けて いる。児童が活動 に対 して興味

や関心を もち、期待 しなが ら積極的に参加す る力が育 ってい くとよいと考えた。

(3)音 楽遊びにおける自立活動 の指導

この学年 には、遊 びの指導において、心 理的な安定や健康の保 持に関す る配慮な ど自立

活動 の指導を必要 とす る児童がい る。

例えば、心理的な安定 を課題 とす る児童に は、本人が好 きな音楽や遊 びを用 いた活動 を

用意す ることが有効 であると考 えている。発声や発言を促され ると緊張 して しまってなか

なか声や言葉が出ない児童で も、音楽 に合わせ ると無理をせず発声で きた り、歌を使 うこ

とで友達 と一緒 に遊ぶ時にスムーズにかかわれ るよ うで ある。

(4)年 間指 導計画(週1時 間扱 い)

4～ 始まりの歌 「がんばりマン」、大型絵本の読み聞かせ 「こんにちは」

7月 劇ごっこ 「どうぶっひろば」、かかわ りあそび 「手と手 と手 と」 「握手でこんにちは」

9～ 劇 ごっこ 「狼 と七 匹の子 や ぎ」、か くれんぼ遊び、かか わ り遊 び 「輪 にな って まわろ う」、手

12月 遊 び 「ニ コニ コ」

～
月

℃
■

0
0

(5)2学 期の目標

① 友達 と握手 をす る歌遊びやかかわ り遊 びを楽 しむ。

② 歌や遊びの中で、積極的に声を 出 した り手 を挙げた りして表現す る。

③ 一っ一っの活動 に見通 しを もって活動 する。

④ 楽 しい雰囲気 の中で、 自分か ら学習に参加 しようとす る。
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⑥ 本時のねらい

① 友達 とかかわ りなが ら手遊びやかかわ り遊びを楽 しむ。

② 見通 しを もって活動す る。

③ 一っ一っの活動 に 自分か ら参加 しよ うとす る。

④ 簡単なルールを理解 し遊 びを楽 しむ。

(7)「 音楽遊び」に関す る児童の実態 と本 時のね らい(小 学部3年)

(表3)

自閉症の児童である。日常の指示は理解 している。意味のある

発語はみられないが、意識的に発声できるようになった。多動傾

向で、席を離れる、教室か ら飛び出す等の行動がみ られる。友達

がやっていることはよく見てお り、自分もやってみようと活動す

る場面が多い。気持ちが不安定になると泣くことや怒ってシャツ

をかむ等の行動が見 られる。その日の気分によって学習にスムー

ズに参加できる時とあまり集中できない時がある。

この時間では歌に合わせて握手をする活動やくす ぐり遊びを好

んで行 う。教師が目の前で声を出すと合わせて発声することもあ

る。友達の動きを見ながら一緒に動 こうとしたり、ゆっくりとし

たペースの友達に対 してそっと手を引いた りと友達の動きを意識

した行動 も見られる。か くれんぼ遊びでは周 りの友達の動 きを見

ながらやることを察 し隠れる所に入るとじっと座 っていることが

できる。

発作があるためヘ ッドギアを着用 し、常時一対一の対応が必要

である。人や物に対する関心が うす く、自らかかわろうとするこ

とは少ない。てんかん発作の服薬 も影響 して、授業の途中で眠っ

て しまうこともある。触覚に過敏があるが、教師との一対一の関

係で活動する中で歩行の練習をしたり、自分から興味をもって物

に手を出 したり、ふれあい遊びや手遊びを楽しんだりして経験を

広げている。友達とのかかわ りでは、友達が手をっないで リー ド

して もらうことがほとんどだが、それを嫌がらずに受け入れてい

る。

この時間では、体調がよければ目の前に出されたぬいぐるみや

指人形を目で追 ったり手を出したりす ることもある。手遊びでは

教師が介助 して歌の雰囲気を楽しんでいる。友達と手をっないで

遊ぶ ときは、手を振 り解いたりせずに一緒に動いている。

・教師の動 きを見なが ら一緒に手遊び

を楽 しむ。

・友達と手を離さずに歌に合わせて一

緒に回ったり足踏みを したりする。

・か くれんぼ遊びでは、友達の動きを

見て大体のルールを理解 して楽 し

む。

・出て きた教材や教師の活動に注目す

る。

★状況が分かり、席を離れず落ち着い

て活動に参加する。

★できるだけ声を出 して、意思を人に

伝える。(話 したければ、サインを

使う)

★途中で眠らずに最後まで授業に参加

する。(加 重負担にならないように

配慮をする)

・自分か ら物に対 して興味を もち、手

を出そうとする。

・自分のカで動こうとする。

★手遊びでは、教師に手や顔に触れ ら

れて、その感覚を楽 しむ。

・友達の リー ドを嫌が らずに受 け入

れ、一緒に動 こうとす る。

・か くれんぼ遊びでは、舞台から出て

くるぬいぐるみに目を向けたり、手

を出したりする。

★印は自立活動にかかわ るねらい
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(8)本 時の展開(*ゴ シ ック体文字 は自立活動 にかかわ る内容)(表4)

活 動 内 容 T1の 働 きかけ T2の 支援 Aさ んの活動 Bさ んの活動 T3の 支援

① あい・っ.rこ れか・おはな・を Tlの 動きに合わせ ・教師の声かけに合 ●いす に座 って い る。 ACに 礼をするよう

始めます」とマカトン て一緒 にサインをす わせてサインをし ●T1に 目を向 ける。 に促す。Bの 姿勢の

サインをしながらあい る。 て礼をする。 保持とTiに 目を向

さっ をす る。 けるよう促す。

① 始まりの歌 ・ 「最初の曲は何かな」 Tiの 問いかけに合 ●曲が流れてきた ●名前を呼ばれたらT Tlと 一緒 に歌 い、
「がんば りマ ン」 と問いかけた後、ゼス わせて、 「がんばり ら、教師の動きを 1に 目を向け握手を Bの安全指導に注意
畷 チャーを しながら歌 マンの歌」を弾き始 見ながら模倣しよ した手を振りほどか しながらそれぞれの
・歌に合わせて振り う。 め一緒に歌う。名前 うとす る。 ないようにする。 児童の発声や挙手を
付けをする。 ・一人一人名前を呼ぶ所 を呼ぶ所で児童の動 ・歌の中で名前を呼 促す。

・名前を呼ぶところ では発声や手を挙げて きに合わせテンポを ばれたら、発声す

で返事をする。 返事するよう促す。 調節する。 る 。

② 手遊び歌 ・最初の指の動きをやっ Bの 児童の手をとっ ・教師の指の動きに ●教師に手のひらを開 Aの 後ろで、歌に合
「ニ コニ コ 」 て みせ る。 て手のひらを開いた 注目し、一緒に指 いたり閉じたりする わせて一緒に手遊び
・教師の手の動きに ●児童の指が動かせる速 り閉じたりという動 を動かそうとす 動きをしてもらいな をしながら本人なり

合わせて手遊びを さで手遊びをしながら きをす る。 る。 がらその感覚を楽し の動きを引き出す。

す る。 歌う。難しい動きの所 ●歌に合わせて手の む。 (Aの 情緒安定の支

はゆ っくり行 う。 ひらを開いたり閉 援)

じた りす る。

④ ミニ シア ター ●舞台のカーテンを閉 曲を弾 き、 「もうい ●カーテ ンが閉 まる ●ぬいぐるみが見えた Tlの 問いかけに合
「か くれん ぼ」 「動 め、動物を隠す。 いかい」 「もういい のを見て次の活動 ら舞台に注目する。 わせて雰囲気を盛り
物のかくれんぼ」 ● 「動物のかくれんぼ」 よ」のやりとりをす に期待する。 ●出てきたぬいぐるみ 上げる。Cの 発声が
・隠された物に注目 の歌を歌いながらカー る。児童が動物を推 ・ぬいぐるみの一部 をさわり感触を楽し なかなかでない時は

す る。 テンの間からぬいぐる 測している間は効果 が見えた時、舞台 む。 後ろから一緒に声を
・鳴き声や動きを見 みの一部を見せる。 音を出し、答えられ に注目する。 かけ、発声を促す。

てそれを当てる。 ● 「も ういいか い」 「も るまで待つ。 ●ぬいぐるみが出て

ういいよ」というやり くることを期待す

とりを児童やT3と す る 。

る。歌に合わせて動物

を出していく。

⑤ かくれんぼ遊び ● 「動物さんがおうちに 「かくれんぼの歌」 ・動物の家に注目す ●Tlとh緒 に友達を 動物の家の所で見つ
。家に隠れた動物を 帰 りま した。」 と言 っ を歌いながら、児童 る。 探す6 かるまで待てない児

見 つけ る。 て、ぬいぐるみを動物 が隠れるのを待っ。 ・好きな動物の家を ●2回 目はTlと 一緒 童に対して、待って
○家に隠れてかくれ の家に隠していく。 2回 目、見つける役 選んで入る。 に動物の家に隠れ いるように声をかけ
んぼ遊びをする。 ● 「みんなもかくれんぼ の児童をキーボード ・見つけられるまで る。 る。なかなか家から
。隠れた友達を見つ しよう。Jと声をかけ のそばに立っように 隠れて待つ。 .見つけられたらT1 出てこない児童に対

け る。 る。かくれんぼの歌に 促し、みんなが隠れ ・見つけられたら自 と一緒 に家から出て して出てくるように

合わせて一人ずつ動物 終わるまで待つよう 分からいすに座り いすに座る。 促す。

の家を選んで隠れるよ に声をかける。 全員が見つかるま
うに促 す。 で待つ。(場 面の

・次に見っける役をAに 理解)
して行 う。 ・動物の家の扉を開

けて友達を連れ出

す。

⑥ まとめ ●今日の学習内容を振り 児童の後ろに座り、 ・教師のまとめの話 ●いすに座りT1に 注 児童の後ろに座り、

返 り、楽 しか ったこ と 問いかけに答えるよ や友達の話を聞 目す る。 問いかけに答えるよ

や誰と遊んだか等を聞 う促 す。 く。 うに促す。

いてまとめをする。

⑦ あいさつ ● 「これからおはなしを Tlの 動きに合わせ ・教師の声かけに合 ・いすに座 ってい る。 ACに 礼をするよう

終わります」とマカト て→緒にサインをす わせてサインをし ・Tlに 目を 向け る。 に促す。Bの 姿勢の

ンサインをしながらあ る 。 て礼をする。 保持とTユ に目を向

い さつをす る。 けるように促す。

※CDEに っいては、省略
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⑨ 配置図(展 開の指導内容番号と教室内の児童、教員の位置)

①
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・
⑦

回

圓

回
回
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回
回
回
囚
回
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囮

讐

慧
㈹ 評 価(対 象児Aさ ん)

・教師の動きを見ながら一緒に手遊び

を楽 しむ。
・友達 と手を離さずに歌に合わせて一

緒に回ったり足踏みを したりする。
・か くれんぼ遊びでは、友達の動 きを

見 て大体 のルールを理解 して楽 し

む。
・出てきた教材や教師に注目する。

★状況が分かり席を離れず落ち着いて

活動に参加する。

・手遊びでは大体の流れを覚えて教員の手の動きに合わせて一

緒にできた。
・友達と回る場面では、友達を リー ドしながら歩調を合わせて

回ることができた。
・か くれんぼでは動物を探 して くる時と自分が隠れる時が混乱

していたが、声かけを して動 きを促すと、やることがわか

り、楽 しんで取 り組んでいた。
・活動の最中は勝手に席を立つ こともな く集中 して活動に楽し

みなが ら取 り組んでいた。
・ミニ シアターでは舞台に注目し自分から布をはず したり、ぬ

いぐるみを取 りに行ったりして楽 しむことができた。

㈲ 授業 を終えて

く評価の観点 〉

① 友達 とのかかわ りを楽 しめたか。 ③ 活動に 自分か ら参加 しよ うと していたか。

② 見通 しを もって活動 したか。 ④ 遊 びのルールを理解 して楽 しめたか。

この活動 に取 り組んだ 当初は、児童の中に集団 としてのま とまりや友だちとかかわろう

とい う意識が薄 く、教師 と一対一の関係で くす ぐり遊 びや手遊 びを楽 しむことが多か った。

しか し、 この授業 を始めてか ら次第 に友達がや ってい るか ら自分 もや ってみたい と前に出

て きた り、パネルに貼 りたい物を選んだ り、 自分か ら積極的に参加す るよ うにな って きた。

また、遊びのルール も理解がで きて いた。 さらに、児童によ って は思 うよ うに動けない友

だちに対 してや さしく手を添えた りす る場面 も見 られ、 このような友達 とのかかわ りが、

他の学 習場面の中で もみ られ るよ うになって きた。

今回、授業の中で 自立活動 の指導 に も焦点 を当てて授業を組み、改めてこの学 習の際 に

自立活動 の指導が多 く行われていると感 じた。 また、その内容 は一人一人の児童に とって

必要 な事柄で、他 の学習場 面で も共通 してい ること も多い とい うことも明 らかにな った。

この小集団の児童5人 の実 態は様 々で、一人一人の課題 も異な っているが、個々の児童

の 自立活動の課題 に即 した配慮等を行 うことによって、それぞれの児童の個性を発揮 しな

が ら授業で十分活動す ることがで き、教師や友だ ちとのかかわ りの密度 も濃 くな った。 そ

の結 果、5人 がいつ も一緒にいる友達なのだ とい う意識が少 しずっ出て きてい るよ うに感

じられる。

今後 も自立活動の指導の視点を大切に して、学習活動を充実 してい きたい。
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2知 的障害養護学校高等部の個別指導計画に基づ く授業(「 朝の会」)

知的障害養護学校高等部2年 に在籍す るFさ んの個別指導計画 は、以 下の通 りであ る。

(1)個 別指導計画(日 常生活の指導)(表5)

平成12年 度 個別指導計画 と記録(日 常生活の指導)

学 年 クラス 生 徒 氏 名 生年月日 初期作成年月日 記 入 者 名

2 A F **/*/* H12/5/10 ****

登 校 ・下 校 自主通学。バス乗り換え利用。

日 あ い さ つ 返事をするが、声が小さい。自分か らはなかなか言わない。

常 衣 服 の 着 脱 やや時間がかかるが自立。服の調節の意味があまりよくわか っていない。

生 衛 生 習 慣 問題ない。.

活 食 事 少食。多少時間がかかる。少 し好き嫌いがある。促され ると食べられる。
の 排 せ つ 時聞がかかるが、問題ない。

実 持 ち物 の整 理 問題な い。
態 集団での協調 慣れるまでは緊張する。受け入れ られ るかどうか少 し構えている。

余 暇 の 活 用 テレビとゲームが多い。友だちに誘われると喜ぶ。

日 常 生 活 で の 特 徴 的 な 行 動

手足にまひがあるため、行動が遅れ る。遅れ ることを気に して緊張することが多い。 「で きなか った」体験

が多く、素直によかったこと、努力すべきことを評価できないで、否定的な発言をすることがある。 しかし、

努力したことをほめられ ると喜ぶことも多くなっている。

主 要 な 課 題 と 考 え ら れ る こ と

遅れること(ま ひがあること)へ の評価を気にせず自分のペースで努力を続けられるようになる。

基 本 的 な 指 導 方 針

他者の評価を過度に気にしないよう、情緒的な状態に配慮する。動作の遅れに対する劣等感を乗り越えた態

度についてはどんな小さなことで も、生徒の努力する姿を認め、ほめる。

1学 期

具 1自 分のできたことをしっかり評価で 指 1朝 の会でその日頑張ることは何かを目当てとして意識

体 き る 。 導 させ、帰りの会で努力点を評価する。

的 2否 定的な出来事を長 く引きず らず、 の 2生 徒同士で込み入った会話になる前に、教員が話を引

到 気持 ちの切り替えを早 くする。 手 き取 って、みん なの 中で整理す る。

達 3継 続できる課題をもつ。 だ 3本 人と話 し合って5月 中に探す。

目

標

て → 身近な漢字の練習となる。

期間等 指 導 の 記 録

4月 ・クラス替 えが あることを知 らず、戸惑 って いたが 、表情 は決 して暗 くなか った。

・朝の会では、帰宅後の出来事を時系列に話 したり、テレビや音楽の話をしたりする。

・年間行事の説明で、聖山移動教室に行 くことが分かると、昨年度体調を崩 してハイキングに行けな

かったことを気にして自分から話題に出す。
・給食は、ほぼ半量 しか食べられない。残すともったいないので、食べられない分は、Eく んやKく

ん、Sく んにあげるように話す。最初は緊張 して自分か ら声を掛けることができず、担任に救いの

目を向ける。友達 とのコミュニケーションを深めるため、できるだけ自分か ら働きかける(言 葉か

けだけでなく、肩を叩いたりすることでも良い)こ とを大切にした。また、好き嫌いが少 しあり、

芋類、 ヨー グル ト、 ピーマ ン、ネギな どが苦手であ るよ うだ。全部食べな くて も良 いか ら、少 しず

っ食べ るよ うに働 きかけてい る。食べ ると嬉 しそ うにこち らを向 くので 、 「食べ られたね 」 と一緒

に喜び、食べ る意欲を は ぐくんでい る。
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② 個別指導計画(領 域 ・各教科等)(表6)

平成12年 度2学 期 個別指導計画 〈領域 ・各教科等 〉高等部2年Fさ ん

〈自立活動 〉

目 標 評価を気にせず、自分のペースで努力が続け られるようになる。

内 容 ●人それぞれの行動の速度が異なることを知る。
●まひがあっても最大限努力することが重要であることを知る。

配慮事項 ・小さな変化も見逃さず、生徒の努力す る姿を認め、達成 したことをほめる。
●学校生活全体を通 して、指導す る。

〈各教科等 〉

学 習 内 容 今学期の目標 指 導 の 手 だ て ・配 慮 事 項 評 価

〈国語 ・数学 〉 ・練習 した漢字を使 っ ・日記や作文で使いそ うな漢字を ピ

作文、漢字、足 し算 て文章を書 く。 ックア ップす る。

引 き算 、等 ・買い物学習で、足 し ・買 い物学習の設定(学 校 ・家庭)

算や引き算を使 う。 大好 きなお菓子の買い物 か ら始 め

る 。

〈音楽 〉

歌唱、器楽演奏(ピ アニ ・姿勢を整えて唱 う。 ●伸 びやか な声 が 出 た ら、 ほめ る。

カ、 ハ ーモ ニ カ)、 鑑賞 ・三原色による色の作 ★両手を使 って、少 しずつ絵の具を
〈美術 〉 り方 を知 る。 出 し(小 豆大の大 きさ)、 量を調

絵 画 、陶 芸 、工 作、 節 す る。

デザイ ン

〈体育 〉 ・左足に力を しっか ★意識 して左足 に力を入れ るように

キ ックベ ー スボー ル り入れて、歩いた 言葉掛けをす る。
サ ッカ ー り走 った りす る。

バランス運動

〈家庭 〉 ① 材料を切 る時、落 ・準備を整え、万全の状態に してか

① 調理 ち着 いて取 り組 む。 ら取 り組 むよ う意識 させ る。

② 家庭生活 ② 自分から進んで取 ★材料 を切るときには、押 さえるも
洗濯、染色、清掃 り組 む 。 の と包丁 の角度 を確実 に確認 す

る 。

●見通 しを持たせ、見守 る姿勢を見

せ 、安 心 させ る。

〈作業 〉縫工班 ・チ ャコペ ンを 使 って ★ チャコペ ンの持ち方の工夫
ふ きん作 り、巾着作 り 線を引 く時、とばな (立てす ぎないよ うに意識 させる)
〈特別活動 〉 いよ うにす る。 ・役割を意識させる。

生徒会 ・自分 の役割 に責任を ●続 けて 行 え るよ う、 励 ます 。

ホー ムル ー ム ・学 年活 動 持 って取 り組む。

〈総合的 な学習の時間 〉 ・自分 のや ってみ た い ・興味や関心を全面的 に受 け入れ 自

サー クル活動(音 楽サー 活動に積極的にチャ 分の気持 ちや意思を表現 しやすい
クル) レ ンジす る。 よ うにす る。

<指 導事例>

B養 護学校 「高等部2年 ホームルーム活動(朝 の会)学 習」

対象者 男子5名 女子2名 計7名 指導者2名

(1)学 級の実態

本学級は知的障害養護学校高等部の普通学級で、2年 生 にな って クラス替えを行 い、比

一59一



較 的相性の良い生徒同士が同 じクラスになった ことか ら、落 ち着 いた雰囲気が感 じられ る。

話 好 き、人好 きの生徒が多 く、明 る く賑やかで、一学期の活動を通 してお互いの存在 を認

め合 い、協力 した り仲良 くした り しよ うとす る気持 ちが徐々に表れて きてい る。交流 をさ

らに深め、他の場 面で もクラスの仲間を意識 させたい と考えてい る。

しか し、言語活動 にお いて は、複数 の発言者があ って も状況を理解せず一気に話 し出 し

た り、話 して いる人 に注 目で きなか った りす ることが見 られる。 また、改 まった態度 や言

葉遣い等 を意識す るなど、人 とのかかわ りを より良 くす るための指導が必要な実態が ある。

さらに、心理的な安定の面で、生徒 の実態 に幅が あ り、過度 の緊張のため会話に入れ な

い生徒 や 自閉的傾向か ら通常 と違 う活動 を行 うと、パ ニ ックを起 こす など、指導に当た っ

て配慮 を必要 と している生徒がい る。

(2)ホ ームルーム活動 における自立活動 の指導

ホームルーム活動(以 下HR)は 学級 を基礎集団 としているが 、指導については個別の

対応が必要 とな る。特 に、心理的な安定 につ いての指導 を必要 とす る生徒 には、特別活動

のね らい と共に、 自立活動の指導 としてのね らいや手だてを用意す る必要があ る。本学級

では、特 に生徒間の、あ るいは担任 と生徒間の コ ミュニ ケーションを十分 に取 ることで心

理面での安定を図 り、良好 な人間関係 を築 いてHRを 充実 させたい と考えて いる。

また、時間割上 、毎 日一定の時間帯 に、個 々の課題 について繰 り返 し学習す る場面 を設

定す ることで、指導 の定着が期待で きるので はないか と考えてい る。

HRに おけ る個 々の 目標設定 は、個別指導計画 に基づいて行 ってい る(表5を 参 照)。

担任間で情報交換を密 に行 い、個別指導 計画の見直 しを定期的に行 うよ うに し、よ り生徒

の実態 に合 うよ うな 目標設定をす るよ う努めてい る。

なお、指導にかか わる教師全員が 自立活動の 目標や指導の手だてを把握 し、指導 に一貫

性 を もたせ るために、(表6)の よ うな個別指導 計画を別 に用意 した。 自立活動の 目標が

個々の生徒の指導 目標 にお いて基本 となる内容であ るため、記載位置を重点 目標 の下 に位

置付 け、着 目 しやす いように した。

(3)ね らい

・ 友達や先生の話 に関心を もち、交流を深め る。

○ 一 日の流 れを理解 し、見通 しを もっ。

(一人一 人に応 じた、 自立活動の指導を行 う)

(4)評 価の観点

・ 友達や教 員の話 に関心を もち、質問 した り相 づちを うった りす るな ど関連 する話がで

きたか。

・ 自分か らスムーズに、次の授業の活動場所へ移 れたか。

・ 元気良 くあいさっや返事がで き、 自分か ら意思表示ができたか。(過 度に緊張 しない、

正 しい言葉遣 いに言い直せ る、友達や指導者 と目を合わせる)

・ 話を して いる人 に注 目で きたか。(話 を聞 く時の姿勢に も気をつけ る)
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(5)座 席

回

回

回

(61

回

回

回
(日直)

回 国

国

回

Q

0

0

*

*

クラス全員の顔が見え、交流が もちや

す いように、半円状 に座席を設定 した。

生徒同士の普 段のかかわ り合い方 を考

慮 しHRが スムーズに運営で きるよ う

な並 びにな るよ う、座席を配置 した。

T1は 、必要に応 じて、 日直を助 ける。

T2は 、必要に応 じて、BやEの 側 に

行 って個別のかかわ りを もち、情緒の

安定 を図 る。

生徒の実態、個 別 目標(☆ 自立活動の 目標)、 指導の手だて ・配慮事項

(表7)

生徒名 生 徒 の 実 態 個 別 目 標 指導の手だて(※ 配慮事項)

・自閉的傾向があり、予定外の活動に取 り組ま ・一日の流れを理解 し、次の行 ※特別時間割の場合は、個別に

なければならないことが分かると、パニック 動 に自分か らスムーズに移 対応して予定を繰り返し確認

を起 こして拒絶する。今日の予定を確認する る 。 す る。

時は、授業名が書いてある 「予定カー ド」を

B 指差 して確認 している。 ☆名前を呼ばれたら、手を挙げ ※名前を呼ばれても反応がない

・名前を呼ばれたことを意識できると、右手を た りその人と目を合わせたり 場合、 「目を見てごらん」と

挙げる。i学 期か らの積み重ねで、言葉を掛 す る 。(コ ミュニ ケ ー シ ョ ン 言葉かけしたり、名前を呼ん

けられると、その人 と目や手を合わせ られる の基礎的能力) だ生徒を促 し、手を合わせる

よ うに な って き た。 よ う に す る。

・自閉的傾向がある。発語は難 しいが、マカ ト ☆身振りやマカ トンサイン等を ※マカ トンサインを クラスで話

ン法によるサイン言語を利用 して表現する。 利用して語彙を増やし、友達 題にする。全員で表現する。

「みんなの話」では、 「大抵マラソンを走っ や先生と交流を深める。

て寝た」等と決まったサイ ンを出し、パター (コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 基 礎 的

D ン化している。伝達意欲に乏 しい面がある。 能力)
・ひらがな ・カタカナ、簡単な漢字を使って給 ・板書 した文字を友達に読んで

食の献立を板書 している。最近丁寧に書ける ・給 食の献立 を丁寧に板書す もらい、読めたらみんなの前

ようになり、読みやす くなってきた。漢字を る 。 で褒め、評価する。

書くことには消極的である。

・場面に応 じた言葉遣いは意識できる。 ☆多少時間がかかっても、必要 ※手足のまひがあるので、行動

・手足のマヒから行動面での遅れがあり、その な動作を行 う。 の遅れや教材等について配慮

ため対人場面において過度に緊張し、最初は ☆緊張を押さえ 「おはようござ す る。

言葉がスムーズに出てこないことがある。元 います」を笑顔で言ったり、 ※朝の会が始まる前に会話する

々話好きで、のって くると話が止まらない。 友達や先生の話について関心 ことで、指導者と良い関係を

F 「みんなの話」では、前 日あったことを時系 を もち、質問 したり関連 した 築き、緊張をほぐす(憤 緒の

列に話すことが多いが、自発的に感想を述べ 話題を し、交流を深める。 安定)。

ることは少ない。1学 期の活動を通 して、ク ※まひによる動作の遅れを気に

ラスの友達ともようや く慣れ、自然に話がで ・発言を先に したり後 に回す して消極的な表現が会話の中

き る よ うに な って き た。 等、場面を意識 して対応す に出てきた時は、励ます等を

る 。 して、一日を主体的に活動で

きるようにする。

*A,C,E,Gは 、 紙 面 の 都 合 上 、 省 略 す る 。
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(7)展 開(T1・T2は 指導者 を表す)(表8)

時 間 学習の流れ T1の 動 き 活 動 内 容 T2の 動 き

(※手だて、配慮事項など) (※手だて、配慮事項など)

～9:00 〈開始前〉 ※必要であれば、E,Fと 簡
・献立の板書 ・Dが 給食の献立を読みやす D:給 食の献立を丁寧に板書する。 単なやりとりをし、情緒の

く板書したかどうかを確認 安定 を 図 る。E,Gに つ い

す る。 ては、必要に応じてHRの
●連絡帳に目を通し、家庭で 開始時間を意識させる。
の様子を掴んでおく。 ●連絡帳に目を通し、家庭で

・日直の確認 ●昨日の日直がFで あったこ 全員:順 番表を見て、今日の日直がGで の様子を掴んでおく。

とを確認する。 あることを確認する。

9:00～ ●あい さつ ●模範を示す。特にA,E, G(日 直):全 員の動きに注目して、挨 ●声を出していない生徒がい

「おは よ う Fの 口元をよく見て確認す 拶をする。 た場合、個別に働きかけて
ございます」 る 。 A,C,D,E,F;声 を 出 して挨 拶 を あいさっをするという意識

す る。 を促す。
B:号 令に合わせてお辞儀をする。

●元気度 チ ェ ッ ※全員にしっかりと意思表示 A,C,E,G;場 面を 意識 した言 葉遣 ● 「元気がない」と答えた生

ク させ る。 い をす る。 徒がいたら、理 由を尋ね
B:日 直と目や手を合わせて答える。 る。→情緒の安定を図る。

D;身 振りで答える。

F:全 員が分かるように意思表示する

(声 、身振 り)。

●今日の予定 ●Dを 意識し、生徒が考えた G二 「予定 カー ド」 を読 み上 げ る。 ●Bに 個別に働きかけ、特別

身振りやマカトンサインを 身振りなどを示す。 時間割を意識させる。一日

全体に示す。 全員:今 日の予定を把握する。 の流れを具体的に伝える。
●日直が確認 した後、Bを 意 ●特別時閤割であることを理解する。 ●カー ドはFが 持ちやすいよ

識して通常と異なるところ OLHRの 過 ごし方について意見を述べ うに、寸法などに配慮す
の予定を再度確認する。 る。 る 。

F:予 定カー ドの持ち方を確実にする。

●今日の給食 ● 「今日は調理ですね。1と D:調 理 の献立を読み上げる。主食が ●献立が読めるような字で書

給食がないことを確認 し、 何であるかを強調して言う。rご は けたら、Dを 全体の場で褒

Dの 発言を促す。 ん 」 めて評価する。

A,E,F,G:献 立を 読み 上 げ、 理解

す る。

B,C:友 達が読み上げた献立内容を聞

き、理 解 す る。

9:05^一 ●清潔調べ (●生徒の自主的活動を見守 A,E:保 健委員として、協力して清潔 ●特に整えられなかった生徒

(ハ ンカチ、 り必要な場面だけ支援す 調べを行う。 について、衛生に対する意

ちり紙、爪) るようにする) C、D、F、G:ハ ンカチ、 ち り紙 を机 識を促す。
に出し、爪を見せる。

B:言 葉かけされて、ハンカチ、ちり紙

を机に出し、爪を見せる。

●みんなの話 ○会話が弾むような環境作り ●B,Dに つ いて は、連 絡 帳

を心掛ける。全員が会話の A,c,E,G:場 面を意識した言葉づ から話題を取り上げて紹介
昨日のこと 輪に入っていけるように話 かいをする。 する。さらにDに ついて

オ リン ピ ック を して い く。 B:言 葉かけされたらその方を向いて、 は、身振りやマカ トンサイ

野球 ●新聞 を 見せ 、 ニ ュー ス等の 目を合わせる。 ンを利用して模倣できるよ

テレビ 番組 内容を視覚に訴える。 D:身 振りやマカトンサインを利用して うにす る。

天気 ※Fが 話をする時は、特に集 伝える。 ※質問が出たり、関係する話
… な ど 中して話を聞くよう働きか F:全 員に聞こえるような声で話す。 題を話 した生徒には 「話を

け る。 よく聞いていたね」等と褒
め る。

9:12～ ・先生の話 ●予定を再度確認する。特に ※話が聞けない生徒には個別
LHRの 過 ごし方にっいて 全員:話 を聞き一日の流れを理解する。 について、情緒の安定を図

確認する。 る。 特 にB,Eに 注 意。

・時間 が あれ ば 、ニ ュ ー スを A,c,E,F,G:ニ ュ ー ス に 関 心 を

話題に取り上げる。 もち発言する。

～9:15 ●あ い さつ ※姿勢が整えられない生徒 G:全 員の動きに注目して、号令をかけ ※正しい姿勢が意識できない
姿勢を正し に、言葉かけをし、示範す る。 生徒に対しては、個別に対

て、 礼 ることで意識させる。 応する。

9:15^一

　

〈終了後〉 ※必要に応じて、B以 外の生 ※Bに っいて、次の授業にス

徒と簡単なやりとりをし、 全員:次 の授業(生 徒会)の 活動場所へ ムーズに移れるよう、見通

次の授業にスムーズに行け 移動する。 しをもたせた言葉かけを適

るようにする。 宜行 う。
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(8)評 価(対 象生徒F)

☆緊張せず 「お はよ うございます」を笑顔

で言 った り、友達 や教師の話にっ いて関

心を もち、質問 した り関連 した話題を交

わ し、交流を深め る。

・発言を先 に した り後 に回す等、場面を意

識 して対応す る。

て いる様子が伺えた。 自分か ら友達や教師

の話 について質問 した り発言 した りす るこ

とはなか ったが、教師が話を もちか けると

緊張 しなが らも関連 した話をする ことがで

きた。

か ったが、い ったん話 し始めると嬉 しそ う

に話 して いた。区切 りのよい ところで指導

者が促す と、次の人へ1順番を回す ことがで

きた。

⑨ 授業を終 えて

HRの 学 習内容を考え るに当た り、高等学校 の学習指導要領 「皿 特別活動」にっいて

の検討を行 った。HRで は 「個人及 び社会の一員 としての在 り方生 き方」 ひいては 「将来

の生 き方」や、 「学業生活の充実」を扱 うことになっている。

Fさ んにとっては、 自分の手足の マ ヒによる行動に遅れ を伴 う状態 を受容 しっ っ、確実

に行動 できるようにす ることが求め られている。第2に 、2次 的 に生ず る自信欠如か ら生

じる対人関係の問題への対応が課題であ る。 自立活動の指導 は全ての教育活動を通 して行

われ るものであ るが、Fさ ん の課題にはHRで の指導 は大切な機会 となっている。

今回の授業では、 「みんなの話」では、指導者が話題を提供す ると、 自分か らその話題

を膨 らませた り、友達や先生の話に質問 した りす る等、会話を楽 しむ時間が多 くもてた。

話題がオ リンピックとい うことで話 しやす いということも考え られ るが、それ以上に、今

までの積み重ねで良好な人 間関係が築 きあげ られて きてお り、共通の話題 をみん なで楽 し

みたい、 とい う仲間意識 も十分に働いていた と考え られ る。

また、生徒 の中に友達 の発言を聞いて語尾を丁寧 に言 うことを指摘 した り、姿勢が整え

られ ない友達 に 「○○ くん、 ちゃん として1」 と言葉をかけた りす る生徒が いた。そのよ

うなや りとりを通 じて、生徒同士が刺激を受 け合 い、 コ ミュニケ ーシ ョンの内容が深 まっ

てお り、 自主的 にHRを 進めていける発展性 を感 じた。

Fさ ん も緊張せずに集団 に臨める ことで、 クラスの仲間意識の中で、 自信を もち、障害

を受容す る気持 ちが育 って きていると感 じられる。

教育活動全体を通 して 自立活動 の指導の充実が大切である。特 に、障害の受容 は、思春

期の情緒的精神的な問題 ともっ なが りやすい ものであ りその対応 として、教員間の連携が

不可欠 だと考え る。担任が各授業担 当者に生徒の様子を聞き取 り、またクラスの様子を伝

え、配慮事項 にっいて一層共通理解を図 る必要性を感 じている。
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IV研 究のまとめと今後の課題

1研 究のまとめ

2っ の事例研究を通 して、集団における教科等 の授業の中での 自立活動 の指導 に充実に当

たって は以下 の ことが重要であ ることが分か った。

(1)児 童 ・生徒一人一人 につ いて、細か く実態を把握 し、必要 とされ る自立活動の指導内容

・方法を検討す ること。

② 知的障害 の児童 ・生徒の場合 は、発達の レベルか ら見て、ア ンバ ラ ンスな側面 を分析 し、

自立活動 の指導 内容 ・方法 を明 らかにす ること。

(3)教 科等の指導案の作成に当たっては、児童 ・生徒一人一人 に必要 な自立活動 の指導の配

慮を明確にす ること。その際、一人一人必要 とす る内容が異な ることに留意す ること。

(4)指 導 に当た る教員が児童 ・生徒一人一人 にっ いて実態や指導の内容 ・方法 について共通

理解を図 ること。

(1×2)につ いて は、個別指導計画の作成の充実 によってな される ものであ る。 また、(2)にっ

いて は、特 に適確な実態把握が求あ られ るところである。

次 に(3)のよ うに個別指導計画が、指導案の中に生か され ることで、児童 ・生徒一人一人に

応 じた活動が設定 され る。さ らに、教 員間の連携に も配慮 して作成す ることで、個別の指導

の配慮が行 き届 き、指導を充実す ることがで きる。

一 つの授業での充実 に取 り組んだ実践であ ったが、該 当の教科 等だけで はな く、児童 ・生

徒一 人一人について、学校での活動の全体 も充実す ることにな った。 これ は、 自立活動の指

導が全ての教育活動 のかかわ っていることか ら、その指導が充実す ることで、全ての授業で

の活動が充実す るとい うことであろ う。

2今 後の課題

今回、テ ィームテ ィーチ ングの効率化 については、指導案で の記載を明確 にす ることで取

り組んだ。その一層の効率化 を進め るには、指導 の前提 とな る教員間の共通理解をいかに深

め、 より的確 にす るかが重要 である。

児童 ・生徒 の実態や各学校 の状況に応 じて、 「児 童 ・生徒の何 を理解す るのか」 「どうい

う方法で理解す るのか」な どの点 について、更な る検討が必要である。

また、児童 ・生徒一人一人の成長や変化 を正確に把握 し、適切な評価 に基づいて記 された

「継続 した指導の記録」 も授業の評価 と共に、共通理解を進め るに当たって不可欠 な もので

ある。

このほか、個別指導計画を生か して指導案を作成す る際には、記載が詳細 にな り、集団の

人数が多 い場合 には、作成 にあた ってかな りの手間を要す る場合 もあ る。一つの単 元を長 い

期間行 う場合 は、作成す るまで手間をか けて も、その指導案を元 に、細か な配慮を重ね た授
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業を行 うことや的確な授業記録への活用 などが期待で きる。 しか し、短期間で教材 や活動を

変えてい く場合 には・指導案 に記載す る一人一人の児童 ・生徒 の活動や配慮事項 につ いて は、

よ り簡潔で、利用 しやす い表記方法 を検討 してい くことも必要で あろう。
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